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中
村
哲
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
た
。
テ
レ

ビ
で
「
ア
フ
ガ
ン
で

銃
撃
さ
れ
死
亡
」
報

道
を
見
た
時
は
、
ま

さ
か
の
衝
撃
を
受
け
た
。
卑
劣
な

テ
ロ
で
あ
る
。
当
人
は
こ
う
い
う

事
態
も
覚
悟
は
し
て
お
ら
れ
た
だ

ろ
う
が
、
残
念
で
あ
る
。
現
地
で

は
多
く
の
方
が
、
涙
な
が
ら
の
追

悼
を
さ
れ
た
と
い
う
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
▼
哲
さ
ん

な
ど
と
気
軽
に
呼
ん
で
は
い
け
な

い
偉
大
な
人
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
柔
和
な
人
柄
に
接
す
る
と
、

つ
い
つ
い
心
の
壁
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
戦
乱
の
ア
フ
ガ
ン
で

も
、
そ
の
笑
顔
で
人
々
の
心
を
つ

か
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
医

師
で
あ
り
な
が
ら
、
井
戸
を
掘

り
、
運
河
を
作
り
、
砂
漠
を
耕
地

に
変
え
て
い
っ
た
。
貧
困
を
な
く

す
こ
と
が
、
病
気
を
な
く
し
、
戦

乱
を
な
く
す
最
良
の
処
方
箋
と
信

じ
た
か
ら
で
あ
る
▼
忙
し
い
中
で

も
、
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会
の
講
演
に
時
間
を
割
い
て
引
き

受
け
て
い
た
だ
い
た
。
米
軍
が
ア

フ
ガ
ン
へ
軍
事
攻
撃
を
仕
掛
け
、

日
本
が
自
衛
隊
を
派
遣
し
た
時
、

「
有
害
無
益
」
と
国
会
で
喝
破
さ

れ
た
。
憲
法
９
条
を
守
る
重
要
性

を
訴
え
ら
れ
た
の
が
、
昨
日
の
こ

と
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
▼
今

年
最
後
の
燭
心
は
、
悲
し
い
話
題

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
哲
さ
ん

の
撒
い
た
種
は
、
今
、
ア
フ
ガ
ン

の
砂
漠
を
緑
の
大
地
に
変
え
つ
つ

あ
る
と
聞
く
。
彼
の
育
て
た
人
た

ち
は
、
や
が
て
、
ア
フ
ガ
ン
の
次

の
世
代
を
担
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

貧
困
と
格
差
が
健
康
を
蝕
ん
で
い

る
の
は
、
何
も
ア
フ
ガ
ン
だ
け
の

話
で
は
な
い
。
私
た
ち
の
周
囲
に

も
迫
っ
て
き
て
い
る
。
哲
さ
ん
の

志
を
形
見
分
け
い
た
だ
い
て
、
兵

庫
県
保
険
医
協
会
は
、
来
年
も
頑

張
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
年

の
締
め
く
く
り
と
し
た
い 

（
星
）
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桜井周衆議院議員（右から２人目）が前回に続いて
歯科署名の紹介議員を快諾　　　　　　　　　　　

　

保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
望
む
声
を
国
会
に
―
―
。
協
会
も

協
力
す
る
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」
全
国
連
絡
会
（
以
下
、
全

国
連
絡
会
）
が
主
催
す
る
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る

請
願
署
名
」
提
出
集
会
が
、
11
月
28
日
に
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
歯
科
医
療
関
係
者
ら
２
３
０
人
が
参
加
。
全

国
か
ら
の
23
万
６
千
筆
余
も
の
署
名
を
、
国
会
議
員
へ
提
出
し
た
。

兵
庫
か
ら
は
加
藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
両
副
理
事
長
、
鈴
田
明
彦
・
白

岩
一
心
両
理
事
、
冨
澤
洪
基
評
議
員
、
雨
松
真
希
人
歯
科
技
工
士

（
全
国
連
絡
会
会
長
）、
事
務
局
ら
12
人
が
出
席
し
た
。

11・28歯科署名提出集会・国会要請行動11・28歯科署名提出集会・国会要請行動

「
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
喫
緊

の
課
題
」
と
語
る
山
下
芳
生
参
議

院
議
員
（
中
央
）　
　
　
　
　
　

盛
山
正
仁
衆
議
院
議
員
（
左
か
ら
２

人
目
）
に
診
療
報
酬
引
き
上
げ
を
求

め
る
会
員
の
声
を
手
渡
し
た　
　
　

今
回
初
め
て
紹
介
議
員
を
依
頼
し
た
屋
良
朝
博

衆
議
院
議
員
（
中
央
）
も
快
諾
い
た
だ
い
た　

　

兵
庫
か
ら
は
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

（
以
下
、
兵
庫
連
絡
会
）
と
し

て
、
２
万
２
６
２
９
筆
を
提
出
し

た
。
６
月
６
日
の
集
会
分
と
合
わ

せ
て
、
兵
庫
か
ら
の
提
出
署
名
は

計
２
万
５
４
０
０
筆
と
な
っ
た
。

　

桜
井
周
（
立
民
）・
屋
良
朝
博

（
国
民
）
両
衆
議
院
議
員
、
山
下

芳
生
（
共
産
）・
大
門
実
紀
史

（
共
産
、
秘
書
対
応
）・
福
島
瑞

穂
（
社
民
、
秘
書
対
応
）
各
参
議

院
議
員
の
５
人
が
紹
介
議
員
を
快

諾
し
た
。
集
会
で
は
盛
山
正
仁
衆

議
院
議
員
（
自
民
）
と
関
芳
弘
衆

議
院
議
員
（
自
民
）
が
出
席
し
挨

拶
し
た
。

　

国
会
議
員
へ
の
陳
情
で
は
、
兵

庫
選
出
の
議
員
に
加
え
て
、
政
策

研
究
会
「
各
政
党
の
医
療
政
策
を

き
く
」
シ
リ
ー
ズ
へ
の
講
演
依
頼

も
か
ね
て
社
民
党
副
党
首
の
福
島

氏
、
一
昨
年
の
九
条
の
会
・
兵
庫

県
医
師
の
会
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
へ
の
出
演
を
契
機
に
交
流
を
続

け
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
候
補
と
し

て
４
月
の
補
選
で
当
選
し
た
屋
良

氏
に
も
、
歯
科
署
名
の
紹
介
議
員

を
依
頼
し
快
諾
さ
れ
た
。

　

陳
情
で
は
、
①
患
者
窓
口
負
担

の
軽
減
、
②
保
険
範
囲
の
拡
大
、

③
歯
科
医
療
費
の
増
額
、
の
三
つ

を
要
請
項
目
と
し
た
歯
科
署
名
の

紹
介
議
員
の
引
き
受
け
を
要
請
し

た
。「
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
と

患
者
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
医
師

・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」
に
つ
い

て
も
、
署
名
協
力
者
９
０
２
筆
の

一
覧
を
提
出
。
署
名
に
寄
せ
ら
れ

た
会
員
か
ら
の
大
幅
プ
ラ
ス
改
定

を
求
め
る
意
見
を
伝
え
た
。

　

協
会
の
要
請
に
対
し
、
衆
院
厚

労
委
員
長
の
盛
山
氏
は
「
医
療
費

の
パ
イ
を
ど
う
大
き
く
し
て
い
く

か
が
大
切
で
、
コ
ッ
プ
の
中
の
嵐

に
し
て
も
仕
方
な
い
。
敵
は
予
算

配
分
で
頭
の
叩
き
合
い
を
さ
せ
て

い
る
財
務
省
な
の
で
、
医
療
界
で

大
同
団
結
し
て
ほ
し
い
」、
屋
良

氏
は
「
４
月
か
ら
国
会
に
来
て
い

る
が
、
最
も
非
民
主
的
な
と
こ

ろ
。
す
べ
て
が
由
ら
し
む
べ
し
、

知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
で
、
こ
の
国

は
壊
れ
て
い
て
成
熟
し
た
国
で
は

な
い
。
政
権
交
代
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」、
山
下
氏
は
「
歯
科

医
療
の
困
難
に
つ
い
て
い
つ
も
要

請
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
教
え
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
よ
く
理
解
し

て
い
る
。
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

が
喫
緊
の
課
題
と
感
じ
る
」
と
語

っ
た
。

　

桜
井
氏
は
全
世
代
型
社
会
保
障

検
討
会
議
で
医
療
・
介
護
の
当
事

者
不
在
で
負
担
増
が
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
厚
労
大

臣
が
入
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
厚

労
省
で
は
な
く
、
内
閣
官
房
に
新

し
い
会
議
を
作
り
、
そ
こ
で
議
論

を
進
め
て
い
る
こ
と
は
お
か
し

い
」
と
し
た
。

　

集
会
で
は
白
岩
理
事
が
、
協
会

初
の
試
み
と
し
て
11
月
23
日
に

「
医
療
知
ろ
う
!!
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
道
行
く
市

民
と
対
話
し
て
１
６
０
筆
の
歯
科

署
名
を
集
め
た
成
果
に
つ
い
て
発

言
。
全
国
連
絡
会
会
長
の
雨
松
真

希
人
・
歯
科
技
工
士
（「
保
険
で

よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連

絡
会
世
話
人
）
が
基
調
報
告
し
、

「
患
者
と
歯
科
医
療
従
事
者
が
手

を
取
り
合
っ
て
、
歯
科
医
療
費
の

総
枠
拡
大
実
現
を
」
と
訴
え
た
。

　

集
会
に
あ
わ
せ
て
、
保
団
連
の

「
歯
科
技
工
料
問
題
に
対
す
る
保

団
連
要
求
」
に
基
づ
く
厚
労
省
要

請
を
実
施
し
た
。
厚
労
省
に
歯
科

技
工
士
の
実
態
改
善
の
た
め
の
要

望
と
し
て
、
①
歯
科
技
工
料
調
査

の
調
査
結
果
の
公
開
、
②
委
託
技

工
料
の
適
正
化
の
た
め
に
「
７
：

３
」
の
割
合
に
応
じ
た
制
度
的
保

障
、
③
歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上

げ
、
④
歯
科
技
工
士
育
成
を
継
続

さ
せ
る
た
め
の
喫
緊
の
対
応
策
を

求
め
た
。

　

協
会
は
今
秋
、
11
月
末
ま
で

「
秋
の
組
織
強
化
月
間
」
に
取
り

組
み
、
55
人
の
入
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
会
員
現
勢
は
７

５
３
９
人
と
な
り
、
今
年
も
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
新
規
に
開

業
さ
れ
る
方
の
情
報
や
、
お
知
り

合
い
の
勤
務
医
、
ご
子
弟
を
紹
介

い
た
だ
き
、
入
会
に
至
り
ま
し

た
。
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

協
会
は
、「
頼
り
に
な
り
役
に

立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を
す
る

協
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
、
一
層
の
活
動
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
入
会
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
も
、
新
規
指
導
相
談
な
ど
の

定
評
あ
る
社
保
対
応
や
、
充
実
し

た
共
済
制
度
、
多
彩
な
各
種
の
研

修
会
に
関
心
を
持
た
れ
入
会
に
至

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
病
院
関
係
者
か
ら
厚

い
信
頼
を
得
て
い
る
適
時
調
査
対

策
に
よ
り
、
今
秋
も
公
立
病
院
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
下

各
地
の
病
院
で
、
勤
務
医
を
対
象

に
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
や
医
局
説
明
会
を
開
催
し
、

入
会
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

医
療
を
良
く
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
来
春
の
診
療
報
酬

改
定
を
前
に
「
診
療
報
酬
引
き
上

げ
と
患
者
負
担
軽
減
を
求
め
る
」

医
師
・
歯
科
医
師
署
名
９
０
０
筆

超
を
国
会
・
厚
労
省
へ
提
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
署
名
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
ラ
ジ
オ
関

西
「
医
療
知
ろ
う
」
へ
の
出
演
や

元
町
商
店
街
で
の
「
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
、
患
者
・
地
域

住
民
へ
の
啓
蒙
活
動
も
積
極
的
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
来
年
に
向
け
て
、
協

会
設
立
50
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
組

織
強
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　政府の患者窓口負担増計画
医療において国民の分断を招く政策は止めるべき ２面

研
面
究 ８面診内研より　これだけは押さえてお

きたい皮膚疾患の診療のコツ（上）

第96回評議員会詳報 ４～５面

12月19日　白内障の治療法
12月26日　必ずストップ！患者負担増
１月２日　チャイルドケモクリニック

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!
ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時40分～毎週木曜19時40分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）

協会業務は、年内は12月27日㈮まで
　　　　　　新年は１月６日㈪からです。

本紙12月25日付は休刊いたします。

事務局休務のお知らせ

秋
の
組
織
強
化
月
間
が
終
了

秋
の
組
織
強
化
月
間
が
終
了

白
岩
理
事
が
成
果
を
報
告

白
岩
理
事
が
成
果
を
報
告

〝
健
康
フ
ェ
ス
で
１
６
０
筆
〞

〝
健
康
フ
ェ
ス
で
１
６
０
筆
〞

会
員
数

会
員
数

過
去
最
高
を
更
新

過
去
最
高
を
更
新

７
５
３
９
人

７
５
３
９
人

組
織
部
長　
　

組
織
部
長　
　

宮
武　

博
明

宮
武　

博
明

５
氏
が
歯
科
署
名
の
紹
介
議
員
に

５
氏
が
歯
科
署
名
の
紹
介
議
員
に

歯科署名
提出集会

歯科医療充実へ歯科医療充実へ兵庫兵庫
からから２万筆超２万筆超



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

クイズチラシ2019クイズチラシ2019（12/1～３/31）（12/1～３/31）ににご参加をご参加を

　クイズチラシは医療機関で配布・回収
していただく方式です（協会ウェブサイ
トからも応募可）。待合室等に応募用紙
と回収ボックスを置いていただき、投函
された応募用紙をまとめて協会に郵送い
ただきます。ぜひ「クイズチラシグッ
ズ」（クイズチラシ兼応募用紙100枚、ポ
スター、回収ボックス、返信用封筒、す
べて無料）をご注文いただき、ご協力く
ださい。
　ご注文は、☎078－393－1807までご連
絡ください。

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!
　協会と京都銀行の提携
融資制度は、期間限定の
特別金利キャンペーンを
実施しています（2020年
３月末申込分まで）。通
常より年0.4％優遇金利
となります。借り換えも
可能、手数料も通常より
優遇していますので、ぜ
ひご利用ください。 ※1000万円までは原則、担保不要

※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

融資部より

2019年12月１日現在
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協
会
の
病
院
・
有
床
診
療
所
対

策
部
は
11
月
９
日
、
白
水
法
律
事

務
所
（
大
阪
市
北
区
）
の
鵜
飼
万

貴
子
弁
護
士
を
講
師
に
、
経
営
対

策
懇
談
会
「
患
者
応
対
と
ト
ラ
ブ

ル
対
策
〜
応
召
義
務
、
ク
レ
ー

ム
、
カ
ル
テ
開
示
、
医
療
過
誤
な

ど
」
を
開
催
。
医
師
や
病
院
ス
タ

ッ
フ
な
ど
46
人
が
参
加
し
た
。

　

11
月
17
日
、
唐
鎌
直
義
先
生
の

評
議
員
会
特
別
講
演
を
お
聞
き
し

　

協
会
は
11
月
17
日
、
協
会
会
議

室
で
立
命
館
大
学
特
任
教
授
の
唐

鎌
直
義
先
生
を
講
師
に
、
第
96
回

評
議
員
会
特
別
講
演
「
高
齢
者
の

生
活
実
態
と
社
会
保
障
制
度
の
課

題
」
を
開
催
し
た
（
前
号
既

報
）。
白
岩
一
心
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

唐鎌先生が年金暮らしの高齢者への租税・
社会保険料負担は異常に重いと解説した　

た
。
安
倍
政
権
の
進
め
る
社
会
保

障
制
度
改
悪
で
は
、
一
部
の
富
裕

層
が
、
ま
す
ま
す
富
を
独
占
し
、

所
得
の
再
分
配
の
理
想
は
断
絶
し

て
か
き
消
さ
れ
、
一
般
的
な
高
齢

者
家
庭
の
可
処
分
所
得
の
低
下
が

い
っ
そ
う
進
む
お
話
に
同
感
し

た
。
今
後
社
会
保
障
制
度
破
綻
の

悪
夢
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
く
こ

と
が
、
唐
鎌
先
生
の
各
種
資
料
か

ら
明
白
と
な
っ
た
。

　

今
年
10
月
１
日
の
消
費
税
増
税

強
行
で
の
被
害
者
は
、
国
民
の
多

く
と
中
小
企
業
、
と
り
わ
け
低
年

金
の
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
も
紹
介

さ
れ
た
。
多
く
の
経
済
学
者
が
、

今
は
消
費
税
増
税
の
時
期
で
は
な

い
と
論
じ
、
国
民
の
60
％
以
上
が

増
税
後
の
今
も
強
く
反
対
し
て
い

る
。
世
論
の
嘆
く
大
き
な
声
は
、

官
邸
に
全
く
届
い
て
い
な
い
と
感

じ
た
。

　

日
本
の
子
ど
も
の
６
人
に
１
人

が
貧
困
で
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の

国
民
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

政
府
の
報
道
規
制
に
よ
り
、
高
齢

者
破
産
の
増
加
は
正
確
な
情
報
が

報
道
さ
れ
に
く
く
な
っ
た
。

　

年
金
問
題
で
は
、
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
の
厳
格
な
適
用
の
推
進

に
よ
り
、
高
齢
者
の
可
処
分
所
得

の
減
少
は
、
急
加
速
で
進
む
と
い

う
真
実
も
学
べ
た
。
消
費
者
物
価

指
数
は
、
２
０
０
２
年
以
降
、
２

％
上
昇
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
中

で
非
正
規
雇
用
者
の
増
加
や
実
質

賃
金
の
低
下
が
、
安
倍
政
権
の
７

年
間
で
貧
困
格
差
の
拡
大
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
も
明
白
で

あ
る
。
愚
か
な
新
自
由
主
義

の
浸
透
が
、
日
本
の
経
済
を

悪
化
さ
せ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　

唐
鎌
先
生
は
、
高
齢
者
の

実
収
入
の
低
下
は
、
年
金
支

給
額
の
低
下
に
よ
る
こ
と
、

支
出
で
は
公
共
料
金
の
値
上

げ
、
所
得
税
や
住
民
税
の
上

昇
、
社
会
保
険
料
の
増
加

が
、
預
貯
金
な
ど
の
財
産
の

取
り
つ
ぶ
し
に
つ
な
が
り
、

月
額
２
万
５
０
０
０
円
弱
（
年
間

30
万
円
）
の
可
処
分
所
得
が
低
下

し
た
と
お
話
し
さ
れ
た
。

　

こ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
全
世
代

型
社
会
保
障
と
い
う
、
ま
や
か
し

の
制
度
を
中
止
さ
せ
、
医
療
費
拡

充
を
求
め
、
75
歳
以
上
の
窓
口
２

割
負
担
を
や
め
さ
せ
る
運
動
が
急

務
だ
と
強
く
感
じ
た
。
消
費
税
増

税
を
中
止
さ
せ
、
最
低
で
も
５
％

に
戻
し
、
法
人
税
率
も
元
の
水
準

に
速
や
か
に
戻
し
、
企
業
の
内
部

留
保
４
６
０
兆
円
に
課
税
を
す
る

議
論
の
必
要
性
も
大
き
く
な
っ

た
。

　

唐
鎌
直
義
先
生
の
ご
講
演
を
お

聞
き
し
て
、
企
業
や
富
裕
層
に
応

能
負
担
を
求
め
て
、「
医
療
費
亡

国
論
」
を
ば
ら
ま
く
現
政
権
に
疑

問
を
感
じ
る
市
民
と
共
闘
の
運
動

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
も
ち
ろ
ん
医
療
従
事
者
と

し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
、
安
心
し
た
医
療
が
受

け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅

持
し
、
安
心
安
全
な
医
療
提
供
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
励
み
た

い
。
今
後
は
、
日
米
貿
易
協
定
推

進
反
対
と
、
内
需
拡
大
の
経
済
政

策
に
つ
い
て
も
深
く
学
ん
で
い
き

た
い
。

　

高
齢
化
す
る
自
分
た
ち
の
社
会

に
、
夢
の
あ
る
社
会
保
障
制
度
を

実
現
す
る
た
め
、
今
自
分
の
や
る

べ
き
こ
と
を
心
に
強
く
誓
っ
た
。

【
赤
穂
郡
・
歯
科　
白
岩　

一
心
】

真
摯
な
対
応
と
弁
護
士
へ
の

早
期
相
談
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

病
院
・
有
床
診
対
策
部
が
経
営
対
策
懇
談
会

第96回評議員会特別講演

明るい社会実現へ
社会保障の充実を

患
者
応
対
と
ト
ラ
ブ
ル
対
策
に
つ
い
て

学
ぶ
参
加
者
た
ち　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
と
指
摘
。
ま
た
、
事
実
が
不

明
な
間
は
法
的
な
非
を
認
め
て
謝

罪
し
な
い
と
同
時
に
、
事
案
の
重

大
性
を
真
摯
に
受
け
止
め
責
任
あ

る
対
応
を
と
る
こ
と
が
大
切
だ
と

し
た
。

　

患
者
対
応
で
は
、「
で
き
る
こ

と
」
と
「
で
き
な
い
こ
と
」
を
明

確
に
す
る
こ
と
や
、「
真
実
解
明

に
は
時
間
が
か
か
る
」
こ
と
を
伝

え
、
時
間
が
か
か
る
場
合
は
医
療

機
関
側
が
中
間
的
な
連
絡
や
進
捗

状
況
を
報
告
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
。

　

弁
護
士
に
交
渉
を
移
す
タ
イ
ミ

ン
グ
と
し
て
は
、
医
療
的
説
明
が

終
了
し
た
後
も
同
じ
説
明
の
繰
り

返
し
と
な
り
、
膠
着
状
態
に
陥
っ

た
場
合
や
、「
法
的
な
責
任
を
取

れ
」
と
の
話
に
な
っ
た
場
合
、
相

手
方
に
弁
護
士
が
つ
い
た
場
合
、

犯
罪
的
行
為
が
行
わ
れ
始
め
た
場

合
な
ど
を
あ
げ
た
。

　

ま
た
、
正
式
に
依
頼
し
な
く
て

も
相
談
だ
け
は
早
期
に
専
門
家
に

す
べ
き
だ
と
述
べ
た
。

や
、
患
者
側
の
発
言
が
過
激
で

も
、
請
求
自
体
は
正
当
な
こ
と
も

　

鵜
飼
弁
護
士
は
、
医
療
側
の
弁

護
士
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
訴
訟

事
例
も
紹
介
し
な
が
ら
、
患
者
応

対
・
ト
ラ
ブ
ル
対
策
の
ポ
イ
ン
ト

を
解
説
し
た
。

　

ま
ず
、
医
療
で
は
「
よ
く
あ
る

こ
と
」「
起
こ
り
う
る
こ
と
」
で

も
、
法
的
に
は
損
害
賠
償
請
求
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

保険で良い入れ歯を
～パーシャルデンチャー中心編～

歯科定例研究会

日　時　2020年１月19日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　千葉県市川市・むらおか歯科矯正歯科クリニック　村岡秀明先生
定　員　120人（事前申込順）

た
め
に
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

を
引
き
上
げ
る
と
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
患
者
が
受
診
時

に
医
療
機
関
へ
直
接
支
払
う
医

療
費
の
一
部
」
は
、「
一
部
負

担
」「
自
己
負
担
」「
窓
口
負

担
」「
患
者
負
担
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
が
、
濃
淡
の
差
は
あ
れ

「
疾
病
＝
自
己
責
任
」「
患
者

＝
受
益
者
感
覚
」「
医
療
費
＝

コ
ス
ト
意
識
」
と
い
う
考
え
を

刷
り
込
も
う
と
す
る
意
図
が
見

え
隠
れ
す
る
。
そ
の
上
に
、

「
負
担
の
公
平
」
や
「
負
担
と

給
付
の
バ
ラ
ン
ス
」
を
持
ち
出

し
、「
医
療
費
を
た
く
さ
ん
使

う
人
は
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

が
、
問
題
は
本
来
社
会
保
障
と

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
「
経

済
的
弱
者
の
排
除
」
を
伴
う
制

度
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

世
界
的
に
み
て
日
本
の
窓
口

一
部
負
担
は
高
い
。
他
国
に

は
、
医
療
費
増
加
分
を
「
患

に
自
己
負
担
を
変
え
、
損
得
勘

定
と
し
て
比
較
す
る
の
は
止
め

る
べ
き
で
あ
る
。

　

医
療
は
「
公
共
財
」
と
言
え

る
。
道
路
や
公
園
、
外
交
、
警

察
、
消
防
な
ど
と
同
じ
く
「
多

く
の
人
々
が
同
時
に
不
自
由
な

く
利
用
す
る
」
こ
と
が
で
き
、

「
対
価
を
支
払
わ
な
い
で
も
、

財
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き

る
」
と
い
う
「
非
排
除
性
」
を

有
し
て
い
る
。

　

国
民
の
健
康
と
命
を
守
る
医

療
制
度
は
、
国
民
す
べ
て
を
包

摂
し
、
一
人
た
り
と
も
排
除
し

て
は
な
ら
な
い
。
協
会
は
、
来

年
よ
り
「
必
ず
ス
ト
ッ
プ
！
患

者
負
担
増
」
署
名
を
ス
タ
ー
ト

す
る
。
一
部
負
担
の
意
味
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
患
者
さ
ん
に

署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
。

て
い
る
。
よ
り
多
く
負
担
す
べ

き
だ
」
と
い
う
患
者
同
士
の

「
分
断
」
を
促
す
も
の
だ
。

　

日
本
の
医
療
費
の
一
部
負
担

は
、
年
齢
、
所
得
に
応
じ
て
細

か
く
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実

は
、
大
し
た
理
念
も
哲
学
も
な

「
一
部
負
担
（
自
己
負
担
）
が

課
さ
れ
て
い
る
理
由
」
と
し

て
、「
一
部
負
担
が
な
け
れ

ば
、
患
者
側
は
『
過
剰
受
診
』

し
て
し
ま
う
。
医
療
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
側
は
『
過
剰
診
療
』
を

し
て
し
ま
う
」「
過
剰
診
療
が

問
題
と
な
り
、
保
険
財
政
も
厳

減
」
が
目
的
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
部
負
担
を
安

易
に
決
定
し
長
く
続
け
て
き
た

た
め
、
そ
の
増
加
に
よ
る
受
診

抑
制
と
い
う
悪
影
響
が
軽
視
さ

れ
て
き
た
。
受
診
抑
制
に
よ
っ

て
具
体
的
に
手
遅
れ
に
な
っ
た

人
の
存
在
は
当
然
許
さ
れ
な
い

し
い
状
態
に
な
っ
た
」
と
し
、

そ
れ
を
「
回
避
す
る
た
め
に
工

夫
」
さ
れ
た
の
が
「
一
部
負

担
」
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
導
入
当
初
か
ら
「
一

部
負
担
」
は
、
た
だ
ひ
た
す
ら

「
受
診
抑
制
」
と
「
医
療
費
削

　

財
政
制
度
分
科

会
は
「
秋
の
建

議
」
を
ま
と
め
、

「
世
代
間
の
公
平

性
を
確
保
す
る
」

政
府
の
患
者
窓
口
負
担
増
計
画

医
療
に
お
い
て
国
民
の
分
断
を

招
く
政
策
は
止
め
る
べ
き

感
想
文

　

「
国
民
皆
保
険
制
度
は
、
日

本
社
会
の
統
合
を
維
持
す
る
た

め
の
最
後
の
砦
（
二
木
立
）」

で
あ
り
、
複
雑
な
自
己
負
担
制

度
に
よ
る
目
先
の
金
額
で
国
民

が
分
断
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

か
か
っ
た
医
療
費
や
年
齢
階
級

別
あ
る
い
は
医
療
保
険
制
度
別

者
」
に
「
応
能
」

あ
る
い
は
「
応

益
」
で
負
担
さ

せ
、
経
済
的
弱
者

の
受
診
抑
制
を
黙

認
す
る
考
え
な
ど

な
い
の
で
あ
る
。

く
、
そ
の
時
々

の
政
権
が
「
自

助
」
や
「
自
己

責
任
」
を
強
調

し
決
定
す
る
。

平
成
24
年
度
厚

労
白
書
で
は
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消費税10％ストップネットと共同

 署名・宣伝に尽力

京都で第30回反核医師のつどい

核も原発もI
イ カ ン

CAN

保険診療法制研究会

指導改善へ「提言」まとめ
 厚労省へ要請

尼崎市生活保護医療機関指導問題

不合理な指導やめさせよう

西日本豪雨災害の
 被災地を視察

「
保
険
で
よ
り
良
い
」兵
庫
連
絡
会

 

結
成
10
周
年

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
は

多
く
の
人
が
相
談
を
希
望
し
た　
　

２
階
ま
で
水
没
し
た
鹿
野
川
診
療
所
を
視
察

協会役員らが消費税10％ストップへ元町で宣伝を重ねた

森岡副理事長（右３人目）と医療機関職員が
厚労省（左２人）に要請書を提出し改善を求
めた　　　　　　　　　　　　　　　　　

シンポジウムでは核関連企業への資金を
断つ方法について討論　　　　　　　　

次の半世紀に向けて「がんばろう！」

市
民
学
習
会
で
は
参
加
者
が
健
康
格
差
の

背
景
と
そ
の
対
策
を
学
ん
だ　
　
　
　
　

ZOOMZOOM
 UP！

　2019年の兵庫県保険医協会の活動を
写真とともに振り返る。

　

協
会
は
４
月
１
日
、
県
内
の
税
理
士

や
商
工
団
体
な
ど
と
共
同
し
て
「
消
費

税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！
兵
庫
県
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
結
成
。
元
町
商
店
街
入
口
で

の
定
期
的
な
宣
伝
や
学
習
会
の
開
催
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
た
。
増
税

中
止
を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
は
協
会
会
員

１
３
４
人
が
賛
同
、
増
税
中
止
を
求
め

る
署
名
３
２
８
５
筆
を
集
め
、
国
会
に

提
出
し
た
。
10
月
に
増
税
は
強
行
さ
れ

た
が
、
協
会
は
今
後
も
消
費
税
の
引
き

下
げ
と
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題
の
解

決
を
求
め
、
運
動
を
続
け
て
い
く
。

　

尼
崎
市
が
、
生
活
保
護
指
定

を
受
け
医
療
扶
助
を
提
供
し
て

い
る
会
員
医
療
機
関
に
対
し

て
、
理
不
尽
な
指
導
と
診
療
報

酬
返
還
要
求
を
繰
り
返
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
協
会
は
厚

労
省
と
尼
崎
市
に
一
方
的
な
指

導
を
や
め
る
よ
う
要
請
を
重
ね

た
。
厚
労
省
は
尼
崎
市
が
主
張

す
る
返
還
に
関
わ
る
「
遡
及
期

間
」
等
に
疑
義
が
あ
る
と
し

て
、
市
に
事
実
関
係
を
確
認
す

る
と
回
答
し
た
。

　

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
東
日
本

大
震
災
被
災
地
訪
問
に
加
え
て
、
近

年
相
次
ぐ
豪
雨
災
害
の
被
災
地
へ
の

訪
問
活
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。
保
団

連
と
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
が
実
施
し
た
、

昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
被
災
し
た
肱

川
流
域
の
視
察
会
に
も
、
兵
庫
協
会

役
員
が
参
加
し
、
求
め
ら
れ
る
防
災

対
策
や
復
興
へ
の
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
学
習
し
た
。

　

協
会
は
６
月
16
日
、
神
戸
ポ

ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
て
設
立
50

周
年
と
な
る
第
51
回
総
会
を
開

催
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
日
本
福
祉

大
学
名
誉
教
授
の
二
木
立
先
生

が
、「
今
後
の
超
高
齢
・
少
子

社
会
と
国
民
皆
保
険
制
度
の
財

源
選
択
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し

た
。
祝
賀
会
に
は
、
会
員
や
家

族
ら
に
加
え
、
県
下
の
病
院
院

長
や
、
現
職
国
会
議
員
な
ど
が

出
席
し
た
。

３
２
０
人
が
出
席

さ
ら
な
る
発
展
め
ざ
す

協 会 設 立 50 年 祝 賀 会協 会 設 立 50 年 祝 賀 会

　医療充実を求める世論づくりへ――。協会は11月23日、
元町商店街４丁目で、初めての市民向けイベント「医療知
ろう!!健康フェスティバル」を開催した。ラジオ関西の公
開収録や健康相談・健康チェック等を行い、661人の市民
が立ち寄った。

　

経
済
格
差
を
健
康
格
差
に

つ
な
げ
な
い
た
め
力
合
わ
せ

る
―
―
。
協
会
が
市
民
や
歯

科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士
ら

と
の
幅
広
い
運
動
で
歯
科
の

状
況
を
改
善
し
て
い
こ
う
と

始
め
た
「
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会

が
結
成
10
年
を
迎
え
た
。
11

月
10
日
の
市
民
学
習
会
で

は
、
設
立
総
会
で
も
講
演
し

た
東
北
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
国
際
歯
科
保
健
学
分
野

准
教
授
の
相
田
潤
先
生
が
講

演
し
た
。

　

「
京
都
か
ら
ア
ジ
ア
へ
、
そ
し
て
世
界

へ　

核
兵
器
も
原
発
も
Ｉイ

カ

ン

Ｃ
Ａ
Ｎ
」
と
題

し
て
、
第
30
回
反
核
医
師
の
つ
ど
い
が
京

都
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
特
別
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
、
核
兵
器
関
連
企
業
に
投
資
し

て
い
る
金
融
機
関
の
リ
ス
ト
と
そ
の
投
資

額
を
公
開
す
る
「Don't Bank on the 

Bomb

」
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ー

ジ
ー
・
ス
ナ
イ
ダ
ー
Ｐ
Ａ
Ｘ
核
軍
縮
プ
ロ

グ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
が
講
演
。
全
国
か

ら
医
師
、
歯
科
医
師
、
医
学
生
ら
２
７
０

人
が
参
加
し
た
。

　

協
会
顧
問
弁
護
士
ら
で
つ
く
る

「
保
険
診
療
法
制
研
究
会
」
は
、

３
年
半
に
わ
た
る
議
論
を
元
に
、

個
別
指
導
の
現
状
と
法
律
上
の
問

題
点
、
指
導
の
法
的
根
拠
や
指
導

大
綱
の
位
置
づ
け
等
を
解
説
す
る

「
保
険
医
療
機
関
等
へ
の
指
導
の

現
状
と
改
善
に
向
け
た
提
言
」
を

作
成
、
４
月
24
日
に
は
、
厚
労
省

へ
個
別
指
導
等
の
改
善
を
迫
っ

た
。
指
導
時
の
録
音
・
弁
護
士
帯

同
も
増
え
て
い
る
。

辺野古新基地建設反対へ

沖縄県民投票を支援

街頭で新基地建設のための埋め立て
反対を訴えた　　　　　　　　　　

　

協
会
は
、
沖
縄
協
会
か

ら
の
呼
び
か
け
に
応
え

て
、
２
月
24
日
投
開
票
の

辺
野
古
埋
め
立
て
の
是
非

を
問
う
県
民
投
票
を
支
援

し
た
。
役
員
ら
が
現
地
に

入
り
支
援
す
る
と
と
も

に
、
兵
庫
保
険
医
新
聞
上

反
対
７
割

反
対
７
割

  

民
意
示
す

民
意
示
す

元町商店街で　 PRイベント初

厚
労
省
側
（
右
列
）
に
要
請
す
る

（
左
端
か
ら
）
野
田
弁
護
士
、
小

牧
弁
護
士
、
住
江
保
団
連
会
長　

で
募
金
を
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
沖
縄
協
会
の
仲
里

会
長
を
招
き
、
基
地
問
題

に
つ
い
て
の
政
策
研
究
会

を
開
催
す
る
な
ど
、
連
帯

し
て
活
動
し
た
。
結
果

は
、
新
基
地
建
設
「
反

対
」
が
７
割
を
超
え
、
辺

野
古
新
基
地
を
許
さ
な
い

圧
倒
的
な
民
意
が
示
さ
れ

た
。

20192019
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協
会
が
11
月
17
日
に
開
催

し
た
第
96
回
評
議
員
会
で
の

理
事
長
あ
い
さ
つ
・
発
言
・

執
行
部
答
弁
の
要
旨
、
決
議

全
文
を
掲
載
す
る
。

　

来
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
財

務
省
は
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
要
求
し

て
い
る
が
、
診
療
報
酬
は
医
療
機

関
経
営
の
原
資
で
あ
る
。
診
療
報

酬
が
下
が
れ
ば
医
療
提
供
体
制
が

縮
小
す
る
。
政
府
の
「
地
域
医
療

構
想
推
進
」「
医
師
・
医
療
従
事

者
の
働
き
方
改
革
」「
医
師
偏
在

対
策
」
も
プ
ラ
ス
改
定
な
し
に
は

困
難
だ
。

　

政
府
が
９
月
に
立
ち
上
げ
た

　

参
院
選
前
、
安
倍
総
理
は
、
消

費
税
増
税
分
は
介
護
、
医
療
、
教

育
無
償
化
に
使
う
と
発
言
し
た
。

し
か
し
政
府
は
、
後
期
高
齢
者
の

窓
口
負
担
倍
増
、
市
販
品
類
似
薬

の
保
険
外
し
、
さ
ら
に
受
診
時
定

額
負
担
ま
で
も
計
画
し
て
い
る
。

耳
鼻
科
で
は
毎
日
通
院
が
必
要
な

時
も
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
受
診
抑

制
が
生
じ
て
し
ま
う
。
日
本
医
師

会
も
反
対
し
て
い
る
。

　

北
阪
神
支
部
で
は
、
７
月
に
医

療
安
全
管
理
対
策
研
修
会
、
８
月

に
医
科
・
歯
科
連
携
研
究
会
、
10

月
に
在
宅
医
療
研
究
会
を
開
催
し

た
。
11
月
４
日
の
支
部
総
会
で
　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
７
月
に

　

参
議
院
選
挙
後
、
社
会
保
障
に

対
す
る
攻
撃
が
非
常
に
強
ま
っ
て

い
る
。
特
に
国
保
概
算
医
療
費
が

３
年
間
で
約
10
％
減
少
に
な
る
な

ど
、
国
保
加
入
者
の
医
療
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
下
が
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
公
立
・
公
的
病
院
の

「
リ
ス
ト
ラ
」
対
象
リ
ス
ト
が
出

さ
れ
た
。
公
立
・
公
的
病
院
の
急

性
期
病
床
が
強
制
的
に
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
へ
転
換
さ
せ
ら
れ
る

と
、
地
域
の
病
院
に
患
者
が
回
ら

な
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
民
間

病
院
は
市
場
原
理
で
病
床
を
削
減

さ
せ
ら
れ
る
。

　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
地
域

住
民
と
の
共
同
が
重
要
に
な
る
。

か
つ
て
但
馬
地
域
で
中
小
公
立
病

院
の
病
床
削
減
案
が
出
さ
れ
た
と

き
に
は
、
地
域
の
住
民
と
公
立
豊

岡
病
院
・
八
鹿
病
院
の
院
長
も
一

　

北
播
支
部
は
、
加
東
市
12
月
定

例
議
会
に
難
病
医
療
費
助
成
制
度

の
改
善
を
求
め
る
請
願
書
を
提
出

予
定
だ
。
疾
病
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
重
要
だ
が
、
特
に
難
病

は
、
重
症
化
す
る
と
回
復
が
著
し

く
困
難
と
な
る
う
え
、
合
併
症
リ

ス
ク
や
発
が
ん
リ
ス
ク
が
高
い
場

合
も
あ
る
。
医
療
現
場
か
ら
の
声

を
粘
り
強
く
上
げ
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
感
じ
る
。

　

組
織
強
化
で
は
、
先
日
、
林
武

志
支
部
長
と
、
西
山
裕
康
理
事
長

の
訪
問
・
働
き
か
け
が
実
り
、
市

立
西
脇
病
院
が
入
会
し
た
。

　

自
民
党
の
医
系
議
員
で
あ
る
自

見
英
子
氏
に
こ
の
こ
と
を
訴
え
た

い
。
今
、
改
悪
を
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
協
会
と
し
て
ど
う
活

動
を
作
る
か
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

は
、
医
師
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

村
中
璃
子
先
生
を
講
師
に
、「
自

分
で
決
め
る
、
子
宮
頸
が
ん
予
防

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
を
行
っ
た
。
１
月
に

も
、
恒
例
の
新
春
政
策
研
究
会
を

開
催
予
定
だ
。

　

ま
た
、「
難
病
医
療
費
助
成
制

度
の
改
善
を
求
め
る
」
請
願
の
採

択
を
求
め
、
支
部
下
の
各
市
議
会

に
、
支
部
役
員
の
先
生
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
議
員
な
ど
を
通
じ
、

各
会
派
へ
働
き
か
け
て
い
る
。

「
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会

議
」
は
、
過
去
の
政
府
の
検
討
会

議
メ
ン
バ
ー
や
大
企
業
の
代
表
者

な
ど
が
名
を
連
ね
て
お
り
、「
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
」
の
名

の
下
、
社
会
保
障
費
抑
制
へ
さ
ら

な
る
改
悪
が
打
ち
出
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
医
療
は
、「
社
会
的

共
通
資
本
」
で
あ
る
。
政
治
支
配

や
利
潤
追
求
の
対
象
と
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。

　

政
府
は
、
さ
ら
に
「
後
期
高
齢

者
の
窓
口
負
担
の
２
倍
化
」
な
ど

の
患
者
負
担
増
に
よ
り
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
制
限
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
窓
口
負
担
増
は
、
患
者
の

受
診
抑
制
を
招
き
、
重
症
化
の
危

険
性
を
高
め
る
も
の
だ
。

　

９
月
に
公
表
さ
れ
た
公
立
・
公

的
病
院
の
再
編
統
合
リ
ス
ト
は
、

地
域
の
実
情
を
無
視
し
た
病
床
削

減
を
進
め
る
も
の
で
、
撤
回
が
当

然
だ
。
県
下
の
各
病
院
に
は
、
地

域
ご
と
の
多
種
多
様
な
機
能
・
役

割
が
あ
り
、
地
域
に
必
要
な
医
療

機
関
は
公
立
・
公
的
・
民
間
に
関

わ
ら
ず
残
す
べ
き
だ
。
わ
れ
わ
れ

は
、
地
域
住
民
や
患
者
、
開
業

医
、
勤
務
医
、
医
療
従
事
者
の
意

見
を
吸
い
上
げ
、
支
部
の
意
見
を

中
心
に
よ
り
良
い
地
域
医
療
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
く
。

　

協
会
活
動
の
前
進
・
発
展
は

「
会
員
数
」「
財
政
規
模
」「
知
名

度
」
で
表
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。
特
に
、
会
員
数
の
増
加
は
、

協
会
の
数
々
の
活
動
・
事
業
が
認

め
ら
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
証
で
、
協
会
の
資
産
だ
。
こ
の

点
を
踏
ま
え
、
会
員
拡
大
、
協
会

活
動
へ
の
参
加
、
各
種
署
名
等
に

い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

京
都
女
子
大
学
教
授
の
八
田
一
先

生
を
講
師
に
、
第
39
回
支
部
総
会

記
念
市
民
公
開
講
演
会
「
エ
ッ
グ

サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
卵
の
研
究
〜
卵

の
栄
養
・
調
理
・
健
康
機
能
〜
」

を
開
催
し
た
。
卵
の
ア
ン
チ
エ
イ

ジ
ン
グ
効
果
な
ど
興
味
深
い
お
話

を
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら
好
評

を
得
た
。
研
究
会
も
、
漢
方
研
究

会
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
な

ど
会
員
の
研
究
と
交
流
を
促
す
催

し
を
活
発
に
し
て
い
る
。

　

１
月
18
日
に
は
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
25
年
の
集
い
」
を
開
催
予

定
だ
。「
震
災
経
験
を
語
り
継
ぐ

・
風
化
さ
せ
な
い
・
新
た
な
つ
な

が
り
を
拡
げ
る
」
を
目
的
に
、
災

害
経
験
の
中
で
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
見
つ
め
、
生
活
す
る
権
利
や
平

和
を
共
に
考
え
る
場
と
し
た
い
。

緒
に
な
り
、
こ
れ
を
防
い
だ
。
地

域
住
民
と
共
に
「
地
域
医
療
守

れ
」
と
の
大
き
な
運
動
を
作
っ
て

い
き
た
い
。

　

姫
路
・
西
播
支
部
で
は
８
月
31

日
に
、
第
34
回
支
部
総
会
を
開
い

た
。
記
念
企
画
と
し
て
田
中
雄
司

税
理
士
を
講
師
に
「
医
院
の
閉
院

・
継
承
・
相
続
の
手
続
き
」
を
開

催
し
、
好
評
を
得
た
。

　

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
も
、

支
部
が
協
力
す
る
西
播
社
会
保
障

推
進
協
議
会
の
自
治
体
へ
の
要
請

が
実
り
、
宍
粟
市
、
市
川
町
、
福

崎
町
で
高
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大

さ
れ
た
。

 

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

会員増を力に大幅プラス改定めざす会員増を力に大幅プラス改定めざす
第96回 評議員会　詳報

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

社
会
保
障
拡
充
を
求
め
て

さ
ら
な
る
運
動
を
展
開
し
よ
う

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

社
会
保
障
改
悪

止
め
る
の
は
今北阪神支部

谷口紀善評議員

多
彩
な
支
部

研
究
会
を
開
催北阪神支部

城田　勲評議員

地
域
住
民
と

共
に
作
る
支
部
活
動

西宮・芦屋支部

土山雅人評議員

「
地
域
医
療
守
れ
」の

大
き
な
運
動
を
住
民
と

神戸支部

藤末　衛評議員

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

改
善
求
め
請
願
提
出北播支部

桂　正剛評議員

こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

さ
ら
に
拡
充

姫路・西播支部

宇野千里評議員

　

政
府
は
日
本
の
医
療
・
社
会
保
障
制
度
を
大
き
く
改
悪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
安
倍
晋
三
首
相
は
新

た
に
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
年
内
に
介
護
・
年
金
制
度
改
革
を
ま
と
め
来
年
の

通
常
国
会
に
法
案
提
出
す
る
と
し
て
い
る
。
医
療
分
野
に
つ
い
て
は
、
来
春
ま
で
に
改
革
案
を
ま
と
め

そ
れ
以
降
の
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
方
針
で
あ
る
。
そ
の
中
身
は
患
者
負
担
増
と
給
付
削
減
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
制
度
改
悪
に
先
駆
け
て
、
来
年
４
月
に
控
え
る
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
す

で
に
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
以
来
実
に
３
回
に
わ
た
っ
て
診
療
報
酬
は
引

き
下
げ
ら
れ
、
我
々
医
療
機
関
の
経
営
は
苦
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

　

医
療
提
供
体
制
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
４
２
４
の
公
立
・
公
的
医
療
機
関
を
「
再
編
統
合
」
の
対
象

と
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
医
師
の
働
き
方
改
革
で
は
、
一
部
勤
務
医
の
時
間
外
労
働
時
間
の
上

限
を
１
８
６
０
時
間
ま
で
と
し
、
時
間
外
労
働
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
医
師
数
を
増
や
す
こ
と
な
く
、

診
療
報
酬
上
の
手
当
て
も
行
わ
ず
各
医
療
機
関
に
責
任
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

結
局
、
政
府
は
、
患
者
・
利
用
者
負
担
を
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
診
療
報
酬
や
病
床
、
医
師
数
を

抑
制
し
、
社
会
保
障
費
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
医
療
崩
壊
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。
政
府
は
、
医
師
数
を
増
や
し
、
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ

れ
で
も
が
、
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
た
め
に
、
医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
す
べ

き
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
多
く
の
国
民
の
声
を
無
視
し
消
費
税
増
税
を
強
行
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
民
生
活
の

さ
ら
な
る
困
窮
は
必
至
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
消
費
税
で
得
ら
れ
た
財
源
は
、
法
人
税
や
所
得
税
の
税
収

減
と
相
殺
さ
れ
、
社
会
保
障
の
充
実
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
今
必
要
な
こ
と
は
、
増
税
を
撤
回
し
、

大
企
業
や
富
裕
層
の
応
分
の
負
担
で
、
抜
本
的
に
社
会
保
障
費
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

　

政
府
は
、
辺
野
古
沖
で
の
米
軍
新
基
地
建
設
を
強
行
し
た
ば
か
り
か
、
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
沖

縄
配
備
を
計
画
す
る
米
国
と
協
議
を
始
め
た
。
ま
た
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
周
辺
に
海
上
自
衛
隊
を
「
調
査

・
研
究
」
を
名
目
に
独
自
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
安
倍
首
相
は
、
所
信
表
明
演
説
で
、
改

憲
に
つ
い
て
「
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
く
。
国
民
へ
の
責
任
を
果
た
そ
う
で
は
な
い
か
」
と
呼
び
か

け
強
い
意
志
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
戦
後
、
日
本
が
国
是
と
し
て
き
た
平
和
主
義
を
抜
本
的
に

転
換
し
、
米
軍
と
と
と
も
に
世
界
中
で
軍
事
行
動
が
で
き
る
自
衛
隊
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
全
て
の
人
が
健
康
で
幸
福
な
生
活
を
営

め
る
世
の
中
を
実
現
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

記

一
．
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、
不
合
理
是
正
を
行
う
こ
と
。

一
．
医
師
不
足
を
解
消
す
る
た
め
医
師
数
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
。

一 

．
患
者
・
介
護
利
用
者
負
担
増
計
画
を
や
め
る
こ
と
。
少
子
化
対
策
と
し
て
も
子
ど
も
の
医
療
費
は

国
の
責
任
で
中
学
３
年
生
ま
で
窓
口
負
担
を
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生
世
代
ま
で
無
料
を
目
指
す
こ

と
。

一 

．
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
実
現
の
た
め
、
歯
科
技
術
料
を
正
当
に
評
価
し
、
保
険
適
用
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
。

一 

．
消
費
税
の
10
％
増
税
を
撤
回
し
、
医
療
に
は
ゼ
ロ
税
率
を
導
入
し
て
医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消

費
税
負
担
を
解
消
す
る
こ
と
。

一 

．
高
す
ぎ
る
国
保
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書
の
発
行
を
や
め
、
不
当
な
差

押
さ
え
を
行
わ
な
い
こ
と
。

一 

．
一
部
医
薬
品
の
高
薬
価
を
是
正
す
る
と
と
も
に
、
日
常
診
療
に
不
可
欠
な
医
薬
品
に
つ
い
て
安
定

供
給
で
き
る
よ
う
に
適
正
な
薬
価
を
設
定
す
る
こ
と
。

一 

．
患
者
の
個
人
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
と
も
に
、
患
者
・
医
療
機
関
の
統
制
を
強
め
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
医
療
分
野
に
お
け
る
利
用
拡
大
を
止
め
る
こ
と
。

一
．
生
活
保
護
基
準
額
の
引
き
上
げ
や
捕
捉
率
の
向
上
な
ど
生
活
保
護
の
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
。

一 

．
薬
価
の
高
止
ま
り
や
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
へ
と
道
を
開
く
可
能
性
の
高
い
日
米
２
国
間
協
議
を

行
わ
な
い
こ
と
。

一 

．
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
こ
の
間
の
災
害
被
災
者
に
対
し
国
の
責
任
で
支
援
を
抜
本
的
に
強
め
る

こ
と
。

一 

．
再
稼
働
し
た
原
発
を
直
ち
に
停
止
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
再
稼
働
・
新
増
設
・
輸
出
を
行
わ

ず
、
原
発
ゼ
ロ
政
策
の
推
進
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
進
め
る
こ
と
。

一 

．
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件
撤
去
し
、
辺
野
古
沖
へ
の
新
基
地
建
設
計
画
を
中
止
す
る
よ
う
米

国
に
求
め
る
こ
と
。

一
．
日
本
の
主
権
を
制
限
し
て
い
る
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
。

一 

．
日
本
政
府
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と
も
に
、
核
保
有
国

な
ど
条
約
を
拒
否
す
る
国
に
批
准
を
求
め
る
こ
と
。

一
．
平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
通
り
の
国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

 

２
０
１
９
年
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月
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兵
庫
県
保
険
医
協
会

第
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回 

兵
庫
県
保
険
医
協
会
評
議
員
会
決
議
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北
摂
・
丹
波
支
部
で
は
、
三
田

市
民
病
院
と
神
戸
市
北
区
の
済
生

会
兵
庫
県
病
院
と
の
連
携
や
、
兵

庫
医
大
さ
さ
や
ま
医
療
セ
ン
タ
ー

の
分
娩
休
止
問
題
に
つ
い
て
討
議

し
て
い
る
。

　

７
月
20
日
に
、
第
31
回
支
部
総

会
と
市
民
公
開
企
画
を
開
催
し

た
。
神
戸
女
子
大
学
講
師
の
阿
江

善
春
先
生
を
招
き
、
医
療
・
福
祉

の
役
立
つ
制
度
に
つ
い
て
解
説
い

た
だ
い
た
。
10
月
に
は
、
歯
科
会

員
懇
談
会
を
、
11
月
に
は
、
実
践

的
な
内
容
で
の
医
療
安
全
管
理
研

修
会
を
開
催
し
た
。

　

淡
路
支
部
は
、
11
月
に
県
立
淡

路
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
で
、
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

同
病
院
勤
務
医
ら
27
人
の
参
加
を

得
た
。
企
画
を
通
じ
て
勤
務
医
の

先
生
方
に
共
済
制
度
な
ど
を
案
内

し
、
入
会
に
つ
な
げ
た
い
。

　

ま
た
、
８
月
10
日
に
は
第
41
回

支
部
総
会
を
開
催
し
た
。
総
会
記

念
講
演
は
、「
お
と
な
の
発
達
障

害
の
理
解
と
対
応
」
を
テ
ー
マ
に

県
立
兵
庫
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
の
田
中
究
先
生
に
講
演
い

た
だ
い
た
。
今
後
も
先
生
方
の
関

心
の
高
い
企
画
を
開
き
た
い
。

　

政
策
運
動
広
報
委
員
会
で
は
、

次
期
診
療
報
酬
改
定
で
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
阻
止
へ
、
医
師
・
歯
科
医

師
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
よ

り
多
く
の
医
療
現
場
の
声
を
届
け

る
こ
と
が
医
療
改
善
に
重
要
だ
。

　

11
月
23
日
に
は
元
町
商
店
街
で

「
医
療
知
ろ
う
!!
健
康
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
初
開
催
す
る
。
ラ
ジ

オ
関
西
番
組
の
公
開
収
録
や
健
康

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
、
市

民
の
方
の
医
療
へ
の
関
心
を
高

め
、
協
会
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
狙
い
だ
。
ぜ
ひ
ご
協
　

歯
科
部
会
は
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」

　

10
月
27
日
に
、
第
28
回
日
常
診

療
経
験
交
流
会
を
「
日
常
診
療
の

原
動
力
〜
こ
の
10
年
、
こ
れ
か
ら

　

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
氏
の

FRIDAY FOR FUTURE

（
Ｆ
Ｆ

Ｆ
）
地
球
温
暖
化
抗
議
行
動
に
賛

同
し
た
１
６
０
カ
国
超
の
約
４
０

０
万
人
の
若
者
が
地
球
気
候
ス
ト

ラ
イ
キ
を
実
行
し
た
。
Ｅ
Ｕ
で
は

Ｃ
Ｏ
２
削
減
競
争
が
始
ま
っ
て
い

る
の
に
、
日
本
政
府
は
神
戸
製
鋼

の
石
炭
火
力
発
電
の
新
設
を
容
認

す
る
な
ど
、
世
界
の
世
論
に
逆
行

し
て
い
る
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
以
後
に
、

毎
週
金
曜
日
に
行
っ
て
い
る
、
脱

原
発
を
求
め
る
行
動
は
国
会
議
事

堂
前
・
官
邸
前
を
始
め
、
全
国
各

地
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
２
月
28
日
に
４
０
０
回
を
迎

え
る
神
戸
の
関
電
前
金
曜
行
動
に

も
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

　

電
磁
波
障
害
に
つ
い
て
当
院
で

専
門
家
を
呼
ん
で
講
演
会
を
開
く

と
、
約
３
割
の
方
が
深
刻
な
被
害

を
訴
え
て
い
た
。
日
本
の
マ
ス
コ

ミ
は
Ｉ
Ｔ
機
器
の
便
利
さ
ば
か
り

を
取
り
上
げ
、
負
の
側
面
を
報
道

し
な
い
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
も
携
帯
電
話
に

よ
り
脳
腫
瘍
が
起
こ
る
可
能
性
を

認
め
て
い
る
。
協
会
は
予
防
原
則

の
徹
底
を
国
に
訴
え
る
べ
き
だ
。

請
願
署
名
を
集
め
、
協
会
と
民
医

連
で
県
下
２
万
筆
に
達
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
兵
庫
連
絡
会
は
結
成
10
周
年

を
迎
え
た
。
11
月
10
日
の
市
民
学

習
会
に
は
歯
科
医
療
関
係
者
や
市

民
ら
60
人
が
参
加
し
た
。
講
演
し

た
相
田
潤
先
生
は
、
歯
科
疾
患
の

健
康
格
差
に
は
自
己
責
任
で
す
ま

な
い
社
会
的
決
定
要
因
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
語
っ
た
。

の
10
年
〜
（
変
容
す
る
社
会
）」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
２

０
８
人
が
参
加
し
た
。
今
回
は
医

・
歯
・
薬
連
携
企
画
で
は
な
く
、

大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

病
理
学
の
仲
野
徹
先
生
を
講
師

に
、
特
別
講
演
「（
あ
ま
り
）
病

気
を
し
な
い
暮
ら
し
―
が
ん
は

『
運
』
で
あ
る
―
」
を
開
催
し

た
。
ご
参
加
・
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ま
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
次
回
開
催
に
向
け
て
引
き

つ
づ
き
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

っ
て
い
る
証
拠
だ
。
先
生
方
に

は
、
周
囲
の
開
業
を
考
え
て
い
る

先
生
に
、
共
済
制
度
や
開
業
セ
ミ

ナ
ー
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。
地
域

や
子
弟
の
開
業
情
報
も
協
会
に
寄

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
協
会
会
員

で
、
勤
務
医
の
総
本
山
で
あ
る
神

戸
大
学
医
学
部
と
兵
庫
医
科
大
学

で
入
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

安
倍
政
権
は
正
規
雇
用
を
縮
小

し
、
企
業
の
社
会
保
険
料
や
法
人

税
を
軽
減
し
、
医
療
や
福
祉
を
切

り
捨
て
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
と
合
わ
せ
て
阻
止
す
べ
き

だ
。
若
い
会
員
に
も
響
く
よ
う
な

試
み
を
続
け
て
ほ
し
い
。

　

北
阪
神
支
部
総
会
の
講
師
料
に

関
し
て
、
予
算
を
超
え
る
支
出
が

あ
っ
た
。
必
要
な
支
出
だ
が
、
こ

れ
は
予
備
費
か
ら
執
行
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

協
会
や
兵
庫
県
反
核
医
師
の
会

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、

９
月
14
・
15
日
に
「
第
30
回
反
核

医
師
の
つ
ど
い
」
を
京
都
市
内
で

開
催
し
、
医
師
、
歯
科
医
師
ら
２

７
０
人
が
参
加
し
た
。
核
関
連
企

業
へ
の
投
資
に
反
対
す
る

「Don't Bank on the Bomb

」

運
動
に
取
り
組
む
ス
ー
ジ
ー
・
ス

ナ
イ
ダ
ー
Ｐ
Ａ
Ｘ
核
軍
縮
プ
ロ
グ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
講
演
し
、
協

会
・
保
団
連
も
運
動
に
加
わ
る
よ

う
強
く
訴
え
た
。

　

核
兵
器
禁
止
条
約
は
あ
と
17
カ

国
の
批
准
で
発
効
す
る
。
来
年
は

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
が
国

連
に
提
出
さ
れ
る
。「
核
戦
争
を

防
止
す
る
兵
庫
県
医
師
の
会
」
に

も
ご
入
会
を
お
願
い
し
た
い
。

　

会
員
数
は
７
６
０
０
人
が
近
づ

い
て
き
た
。
西
脇
市
民
病
院
の
再

入
会
は
、
協
会
の
力
が
大
き
く
な

　

政
府
の
患
者
負
担
増
計
画
は
、

国
民
生
活
か
ら
み
る
と
改
悪
で
、

国
民
に
対
す
る
背
信
行
為
と
言
え

る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
こ
う

し
た
政
策
の
背
景
に
何
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
の
か
、
見
解
を
お
聞

き
し
た
い
。

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

病
院
統
廃
合
や
分
娩
休
止

に
つ
い
て
議
論

北摂・丹波支部

安部治郎評議員

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ

の
た
め
に
立
ち
上
が
ろ
う

環境・公害対策部

住友直幹評議員

電
磁
波
障
害
へ
の

対
策
を
求
め
る歯科部会

藤井佳朗評議員

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
で

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

淡路支部

大橋　明評議員

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

ご
参
加
を

政策宣伝部

坂口智計評議員

歯
科
署
名

県
内
で
２
万
筆
に歯科部会

工藤大八郎評議員

日
常
診
療
経
験
交
流
会

ご
協
力
に
感
謝

研究部

北井　明理事

協
会
の
会
計
処
理

お
尋
ね
し
た
い歯科部会

島津俊二評議員

核
兵
器
禁
止
の

運
動
を
強
め
る反核平和部

水間美宏理事

組
織
強
化
月
間
へ

ご
協
力
を

組織部

宮武博明副理事長

患
者
負
担
増
計
画
の

背
景
を
問
う

政策部

幸田雄策評議員

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

ご
協
力
を

副理事長
武村 義人

国
民
の
運
動
を

拡
大
さ
せ
よ
う

副理事長
加藤 擁一

環
境
問
題
に
つ
い
て

運
動
を
強
め
る

副理事長
森岡 芳雄

支
部
の
講
師
料
は

支
部
で
検
討
し
決
定副理事長

吉岡 　巌

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

谷
口
評
議
員
の
ご
発
言
の
通

り
、
医
療
・
介
護
改
悪
が
続
い
て

い
る
。
大
切
な
の
は
患
者
さ
ん

や
、
介
護
従
事
者
と
の
対
話
や
署

名
運
動
な
ど
だ
。
協
会
と
保
団
連

で
は
、
来
年
か
ら
実
施
す
る
患
者

署
名
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ぜ

ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

坂
口
評
議
員
か
ら
紹
介
の
あ
っ

た
通
り
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
は
市
民

に
協
会
の
活
動
や
政
策
を
知
っ
て

も
ら
う
絶
好
の
機
会
だ
。
多
く
の

会
員
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

水
間
理
事
の
発
言
に
つ
い
て
、

今
回
の
つ
ど
い
は
、
各
府
県
の
協

会
と
民
医
連
、
反
核
医
師
の
会
、

Ｊ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
の
４
者
の
枠
組
み
で

実
行
委
員
会
を
担
い
、
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
多
く
の
先
生

方
に
反
核
医
師
の
会
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

　

桂
評
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
、

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
は
対

象
疾
患
拡
大
の
一
方
で
、
軽
症
者

を
切
り
捨
て
る
も
の
で
、
重
症
化

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
明
石
市
で

　

住
友
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
原
発
は
コ
ス
ト
、
核
兵
器
へ

の
転
用
の
問
題
に
加
え
、
事
故
を

起
こ
す
と
放
射
能
汚
染
が
全
世
界

は
吉
岡
巌
・
明
石
支
部
長
の
尽
力

に
よ
り
、
市
議
会
で
請
願
が
採
択

さ
れ
た
。
今
後
も
活
発
に
活
動
し

た
い
。

　

島
津
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
安
倍
政
権
に
よ
る
貧
困
・
格

差
の
拡
大
を
是
正
す
る
上
で
社
会

保
障
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
こ
の

後
の
特
別
講
演
で
お
話
し
い
た
だ

く
。
若
い
先
生
方
も
活
動
に
ぜ
ひ

ご
参
加
い
た
だ
き
、
有
効
な
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
法
な
ど
の
知
恵
を
お
借

り
し
た
い
。

　

工
藤
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医

療
を
」
連
絡
会
立
ち
上
げ
か
ら
10

年
が
経
っ
た
。
市
民
や
歯
科
衛
生

士
・
歯
科
技
工
士
ら
と
共
同
し
て

歯
科
医
療
を
改
善
し
よ
う
と
始
め

た
運
動
だ
。
窓
口
負
担
軽
減
、
保

険
適
用
範
囲
拡
大
、
歯
科
医
療
費

拡
大
へ
、
歯
科
署
名
の
目
標
１
万

５
千
筆
を
達
成
し
た
い
。

　

北
井
理
事
の
発
言
に
つ
い
て
、

日
常
診
療
経
験
交
流
会
は
今
年
で

28
回
を
数
え
る
。
日
常
診
療
を
見

直
し
て
医
・
歯
・
薬
連
携
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
だ
。
参
加
者
を
増

や
す
た
め
に
も
、
プ
レ
企
画
も
含

め
て
多
彩
な
企
画
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

　

宮
武
副
理
事
長
の
発
言
に
つ
い

て
、
協
会
は
設
立
50
周
年
を
迎
え

た
。
歯
科
は
研
究
会
参
加
、
医
科

は
勤
務
医
や
病
院
の
入
会
が
目
立

つ
。
会
員
拡
大
は
協
会
の
活
性
化

の
た
め
に
一
番
大
切
だ
。

に
広
が
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

し
か
し
世
界
で
は
Ｃ
Ｏ
２
対
策
と

し
て
、
原
発
の
新
造
・
輸
出
を
行

お
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
こ
の

流
れ
に
反
対
し
、
反
原
発
の
立
場

を
堅
持
し
て
運
動
を
進
め
た
い
。

　

藤
井
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
５
Ｇ
の
普
及
に
よ
り
さ
ら
な

る
身
体
へ
の
悪
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
被
害
発
生
前
に
、
予
防
の
観

点
か
ら
取
り
組
み
を
検
討
し
た

い
。

　

島
津
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
協
会
で
は
出
務
費
等
細
則
に

よ
り
講
師
料
を
定
め
て
い
る
。
支

部
で
規
定
を
超
え
る
講
師
料
は
、

支
部
で
検
討
し
、
決
定
い
た
だ
い

て
い
る
。
会
計
士
よ
り
、
予
算
計

上
さ
れ
た
事
業
で
金
額
が
超
え
る

場
合
は
、
そ
の
科
目
内
で
処
理
す

べ
き
と
指
示
さ
れ
て
い
る
。
今
回

は
北
阪
神
支
部
の
予
算
で
処
理
し

て
い
る
。

　

城
田
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

高
名
な
村
中
先
生
を
招
聘
し
、
支

部
総
会
記
念
講
演
を
盛
会
裏
に
開

催
さ
れ
た
努
力
に
感
謝
す
る
。
指

定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
関
す

る
請
願
書
も
採
択
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

　

土
山
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
支
部
総
会
で
の
市
民
公
開
講

座
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
う
。
ま
た
数
々
の
研
究
会

や
、「
日
韓
の
歴
史
」「
ハ
ン
セ
ン

病
」「
震
災
関
連
」
等
、
幅
広
く

活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
、
敬
意
を
表
す
る
。

　

藤
末
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
公
立
に
は
強
制
的
、
民
間
に

は
市
場
原
理
に
よ
る
ベ
ッ
ド
削
減

と
の
指
摘
は
そ
の
通
り
だ
。
最
終

的
に
は
、
都
市
部
の
巨
大
病
院
の

み
が
残
り
、
集
約
す
べ
き
で
な
い

機
能
も
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。
地
域
住
民
と
共
に
、
支

部
の
先
生
方
と
協
力
し
て
、
地
域

医
療
を
守
り
た
い
。

　

宇
野
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
支
部
総
会
記
念
企
画
の
、
閉

院
・
相
続
・
継
承
と
い
う
テ
ー
マ

は
、
開
業
医
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
だ
。
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

拡
充
も
う
れ
し
く
思
う
。

　

安
部
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
統
廃
合
す
れ
ば
診
療
科
に
よ

っ
て
は
ク
オ
リ
テ
ィ
が
上
が
る
だ

ろ
う
が
、
距
離
や
待
ち
時
間
の
ア

ク
セ
ス
は
悪
化
す
る
だ
ろ
う
。
財

政
的
視
点
か
ら
の
統
合
再
編
で
は

な
く
、
不
足
す
る
機
能
を
充
実
さ

せ
る
の
が
本
来
の
方
向
だ
。
大
事

な
の
は
議
論
の
前
提
と
な
る
地
域

の
医
療
提
供
体
制
等
に
つ
い
て
の

情
報
や
課
題
を
正
確
に
早
く
住
民

に
周
知
し
、
意
見
を
聴
く
こ
と

だ
。
協
会
も
支
部
の
先
生
方
の
ご

意
向
を
第
一
に
活
動
し
た
い
。

　

大
橋
評
議
員
の
発
言
に
つ
い

て
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の

シ
リ
ー
ズ
で
の
開
催
や
他
病
院
で

の
開
催
の
広
が
り
に
期
待
す
る
。

三
根
先
生
を
中
心
と
し
た
、
医
師

会
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
他
支
部
も
医
師
会
と
の
パ

イ
プ
形
成
が
必
要
と
感
じ
た
。

　

幸
田
評
議
員
の
質
問
に
つ
い

て
、
最
近
は
財
務
省
が
財
政
赤
字

の
原
因
に
所
得
税
や
法
人
税
も
含

む
税
収
不
足
を
あ
げ
、
厚
労
省
も

社
会
保
障
の
充
実
が
経
済
の
好
循

環
を
達
成
す
る
と
厚
労
白
書
で
指

摘
す
る
な
ど
変
化
が
見
ら
れ
る
。

地
域
医
療

守
る
た
め
の
運
動
を

 

西
山 

裕
康
理
事
長
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「
医
療
は
農
民
の
た
め
に
あ
る
」
と
語
る
色
平
先
生

薬
剤
の
作
用
に
つ
い
て
学
ぶ
参
加
者
た
ち

但
馬
支
部　

第

但
馬
支
部　

第
3333
回
総
会
記
念
講
演

回
総
会
記
念
講
演

薬科部研究会薬科部研究会

住
民
の
た
め
の
医
療

改
め
て
考
え
る
機
会
に

見落とされがちな薬剤の
重要性学ぶ

　

戦
後
か
ら
農
村
部
に
て
医
療
活

動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
佐
久
総
合

　

但
馬
支
部
は
９
月
22
日
、
公
立

豊
岡
病
院
で
第
33
回
支
部
総
会
を

開
催
。
医
師
ら
15
人
が
参
加
し
、

２
０
１
８
年
度
活
動
報
告
と
19
年

度
活
動
方
針
を
承
認
し
、
支
部
役

員
、
協
会
医
科
評
議
員
・
予
備
評

議
員
を
選
出
し
た
。
記
念
講
演
は

「
色
平
哲
郎
先
生
が
語
る　

農
村

部
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
地
域
医

療
と
は
〜
佐
久
総
合
病
院
に
お
け

る
取
り
組
み
の
実
際
〜
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
。
Ｊ
Ａ
長
野
厚
生
連
佐

久
総
合
病
院
地
域
医
療
部
国
際
保

健
医
療
科
・
地
域
ケ
ア
科
医
長
の

色
平
哲
郎
先
生
が
講
師
を
、
公
立

豊
岡
病
院
副
院
長
の
那
須
通
寛
先

生
が
司
会
を
務
め
た
。
藤
井
高
雄

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

薬
科
部
は
11
月
９
日
、
協
会
会

議
室
で
「
胃
炎
・
胃
潰
瘍
治
療
の

基
本
に
つ
い
て
」
を
開
催
。
広
島

大
学
病
院
総
合
内
科
・
総
合
診
療

科
の
伊
藤
公
訓
教
授
を
講
師
に
69

人
が
参
加
し
た
。
ド
リ
ー
ム
調
剤

薬
局
塚
口
店
の
木
戸
口
美
和
子
薬

剤
師
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

病
院
の
歴
史
や
現
在
の
活
動
に
つ

い
て
、
同
病
院
の
色
平
哲
郎
先
生

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

医
療
が
全
く
進
ん
で
い
な
い
農
村

部
で
の
医
療
提
供
の
難
し
さ
や
、

「
医
療
は
農
民
の
た
め
に
あ
る
」

と
し
て
、
保
健
・
予
防
活
動
の
た

め
に
、
病
院
か
ら
農
村
に
出
て
の

健
診
活
動
や
寸
劇
を
含
め
た
健
康

講
話
を
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
泊

ま
り
こ
み
で
、
広
い
地
域
を
巡
回

し
な
が
ら
、
寸
劇
は
医
師
も
含
め

職
員
が
総
出
演
で
、
夜
は
地
域
の

方
と
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を

し
な
が
ら
、
地
域
の
方
の
健
康
を

維
持
し
て
き
た
と
の
こ
と
で
、
講

演
で
も
寸
劇
を
実
際
に
や
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
も
30
年
前
の
学
生
の
頃
、

「
日
本
農
村
医
学
研
究
会
」
の
若

月
俊
一
先
生
（
同
病
院
名
誉
総

長
）
が
ご
存
命
だ
っ
た
頃
に
、
佐

久
総
合
病
院
へ
２
週
間
ほ
ど
研
修

に
行
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
小
海

診
療
所
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
当
時
は
、
整
形
外
科
が
ご
専
門

の
先
生
が
所
長
で
、
所
長
医
師
自

身
が
針
治
療
も
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

他
の
地
域
の
出
張
診
療
所
に
も

週
１
回
出
務
、
野
辺
山
方
面
へ
の

訪
問
診
療
も
そ
の
当
時
か
ら
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
月
１
回
程
度
、
日

曜
早
朝
胃
カ
メ
ラ
を
、
朝
６
時
か

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
地

域
に
ど
の
よ
う
な
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
形
が
必
要
な
の
か
、
佐
久

と
同
じ
こ
と
を
す
れ
ば
良
い
と
は

思
い
ま
せ
ん
が
、「
住
民
の
た
め

の
医
療
」
と
い
う
心
が
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
住
民
の
状
況
を
分
析
し

て
、
豊
岡
病
院
を
中
心
と
し
た
地

域
に
目
を
向
け
た
医
療
体
制
や
、

医
師
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
た
講
演
会
で
し

た
。

 
【
豊
岡
市　

藤
井　

高
雄
】

　

２
０
１
５
年
に
日
本
消
化
器
病

学
会
よ
り
「
消
化
性
潰
瘍
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
改
訂
さ
れ
た
の

を
も
と
に
、
そ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
に
し
た
が
っ
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
消
化
性

潰
瘍
や
胃
食
道
逆
流
症
な
ど
上
部

消
化
管
疾
患
の
多
く
に
お
い
て

は
、
胃
酸
が
重
要
な
役
割
を
果
た

浸
潤
抑
制
作
用
、
損
傷
胃
粘
膜
修

復
作
用
な
ど
独
特
の
作
用
を
有
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
講
演
内
容

で
、
日
頃
何
げ
な
く
調
剤
し
て
い

る
わ
れ
わ
れ
薬
剤
師
に
と
っ
て

は
、
興
味
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。

【
尼
崎
市　

ド
リ
ー
ム
調
剤
薬
局

　

塚
口
店　

 

木
戸
口
美
和
子
】

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
昨
今

に
お
け
る
上
部
消
化
管
疾
患

の
治
療
に
は
、
Ｈ
２
ブ
ロ
ッ

カ
ー
や
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ
阻

害
薬
の
酸
分
泌
抑
制
薬
が
主

役
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
、
粘
膜
防
御
因

子
増
強
薬
は
わ
が
国
に
お
い

て
長
く
使
用
さ
れ
て
き
た
薬

剤
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
性

は
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
テ
プ
レ
ノ
ン
や
レ
バ
ミ

ピ
ド
な
ど
が
そ
れ
に
当
た

る
。
な
か
で
も
レ
バ
ミ
ピ
ド

は
胃
粘
膜
へ
の
炎
症
性
細
胞

ら
、
３
人
の
先
生
に
よ

り
施
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
方
は
高
原

野
菜
を
出
荷
さ
れ
て
い

る
農
家
が
多
く
、
診
療

が
始
ま
る
前
に
一
仕
事

済
ま
せ
て
お
ら
れ
る
方

が
多
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

現
在
の
但
馬
地
域
の

状
況
を
考
え
る
と
、
佐

久
総
合
病
院
と
は
地
域

性
が
似
た
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
異
な
る
と

　

夫
婦
と
い
う
の
は
裸
で
お
付

き
合
い
を
す
る
。
心
も
丸
出
し

に
す
る
。
そ
う
す
る
と
欠
点
も

丸
出
し
に
し
て
し
ま
い
、「
あ

れ
」
と
驚
く
こ
と
も
多
い
と
思

う
。

　

無
意
識
の
心
理
で
わ
れ
わ
れ

は
動
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
を
知
ら
な
い
で
結
婚
前
に

「
相
手
の
こ
と
を
よ
く
理
解
で

き
ま
し
た
の
で
結
婚
し
ま
す
」

な
ど
と
お
っ
し
ゃ
る
方
が
お
ら

れ
る
が
、
本
当
か
な
と
思
っ
て

し
ま
う
。
と
か
く
行
動
形
式
が

逆
に
な
る
の
で
難
し
い
の
が
夫

婦
で
あ
る
。

　

結
婚
に
は
各
々
条
件
が
あ

り
、
環
境
が
違
う
と
相
手
を
理

解
で
き
な
い
。
国
際
結
婚
を
さ

例
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
反
対
は
、
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
美
人
で
賢
い
女
性
と

結
婚
し
た
と
こ
ろ
、
奥
さ
ん
が

姑
を
小
馬
鹿
に
し
た
発
言
を
主

人
に
吐
き
続
け
る
う
ち
に
主
人

の
成
績
が
ど
ん
ど
ん
悪
く
な

り
、
給
料
は
下
が
り
、
遂
に
会

社
を
馘か

く

首し
ゅ

さ
れ
て
し
ま
い
、
離

婚
し
、
発
病
し
て
亡
く
な
っ

た
。

　

誰
が
良
い
、
悪
い
と
い
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
。
夫
婦
円
満

が
大
切
で
あ
る
が
、
性
格
が
逆

で
あ
る
た
め
こ
れ
ほ
ど
困
難
な

こ
と
は
な
い
。
た
だ
良
き
に
つ

け
、
悪
し
き
に
つ
け
女
性
の
力

は
凄
い
な
と
感
じ
て
い
る
。

れ
た
方
は
大
変
じ
ゃ
な
い
か
と

考
え
て
し
ま
う
。
ま
あ
他
人
様

の
こ
と
だ
か
ら
意
見
を
言
う
つ

も
り
は
な
い
。

　

故
郷
が
同
じ
、
親
の
職
業
が

一
緒
、
子
ど
も
の
数
が
ほ
ぼ
一

ン
ス
の
政
治
家
で
ジ
ョ
セ
フ
・

フ
ー
シ
ェ
と
い
う
方
が
い
た
。

こ
の
人
に
つ
い
て
は
岩
波
文
庫

が
出
版
し
て
お
り
、
稀
代
の
謀

略
政
治
家
と
悪
評
が
高
い
が
、

会
田
雄
次
教
授
は
「
醜
い
妻
と

緒
等
々
、
条
件
が
合
う
の
が
良

い
。
故
郷
が
同
じ
な
ら
方
言
が

通
用
す
る
。
関
西
で
は
あ
た
り

ま
え
の
言
葉
で
も
、
九
州
で
は

禁
句
の
言
葉
も
あ
る
。

　

夫
婦
の
仲
が
良
い
と
奇
蹟
の

よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
。
フ
ラ

子
ど
も
だ
け
に
は
絶
対
の
愛
情

を
捧
げ
て
い
た
」
と
述
べ
て
お

ら
れ
た
。
ご
夫
人
も
ご
主
人
を

持
ち
上
げ
、
二
人
で
家
庭
の
役

割
を
十
分
に
発
揮
さ
れ
好
結
果

を
も
た
ら
し
た
と
書
い
て
お
ら

れ
た
。
家
庭
円
満
の
典
型
的
な

員員 稿稿
会 投

夫
婦
の
話
（
下
）

灘
区　
　

岡
本　

好
司

感 想 文

協会の医師賠償責任保険に　　　　　協会の医師賠償責任保険に　　　　　
　　　　　３億円タイプを新設します　　　　　３億円タイプを新設します

お申し込み・お問合せは、
 ☎078－393－1805 共済部まで

　協会の医師賠償責任保険は、支払限度額が１事故につき１億円、5,000
万円、3,000万円の３タイプをご用意していますが、来年１月から、勤務
医の皆さまからのご要望にお応えして、新たに１事故につき３億円のタイ
プ（Ｓ型）を新設することになりましたので、ご案内します。

新設のＳ型

支払限度額
・免責金額

医療上の事故
１事故につき ３億円
保険期間中 ９億円
免責金額 なし

医療施設の事故
身体障害① １名につき 5,000万円

１事故につき １億円
財物損壊② １事故につき 500万円
免責金額 ①②とも１事故につき 1,000円

（注）勤務医については、医療施設の事故に関する補償はありません。

年間保険料 医科 歯科
個人診療所 80,820円 14,460円
勤務医 53,840円 8,930円

感
想
文
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『医院経営と雇用管理』『医院経営と雇用管理』
新刊のご案内　月刊保団連臨時増刊号

2019年度改訂版が発行されました

医
院
経
営
に
必
要
な
労
務
管
理
の
基

礎
知
識
を
、
労
働
基
準
法
の
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
解
説
。

Ｂ
５
判
１
８
１
ペ
ー
ジ

会
員
頒
価
１
０
０
０
円
（
送
料
込
）

ご注文・お問い合わせは、
 ☎078－393－1805 有本まで

歯科保険請求
114

〈分割抜歯後のブリッジ製作のルール〉

◇例（６番の遠心根と７番を抜歯した場合）

指数 ２ ４ ６ ４ 指数 ４ ２ ４ ６ ４
歯種 ６ ６ ７ ８ → 歯種 ５ ６ ６ ７ ８

○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○
　Ｒ ２ ４ 　Ｒ ４ ２ ４
　Ｆ ４ ６ 　Ｆ ４ ６

Ｑ１　分割抜歯後のブリッジの製作
のルールを教えてほしい。
Ａ１　日本歯科医学会の「ブリッジ
についての考え方2007」を参照して
下さい。
　上顎について：６番、７番で３根
のうち１根抜歯し、残った２根をブ
リッジ支台にする場合、①頬側の２
根のみが残った場合は大臼歯として
算定します。口蓋根部のポンティッ
クは不要です。残った歯根の抵抗力
Ｒ＝２です。②頬側いずれか１根と
口蓋根を残した場合は支台歯として
の小臼歯（抵抗力Ｒ＝２）と、ポン
ティックも小臼歯（疲労Ｆ＝４）と
して算定できます。なお、単独冠の

左の図は不可。右の図で、５番を支台歯として追加することで、
ｒ＝10－10＝０で可。５番と６番の残した根の和も８番のＲもＦ
の３分の１を超えるので条件を満たしている　　　　　　　　　

Ｑ２　2019年12月１日から保険適用
された、歯科用シーリング・コーテ
ィング材を用いたコーティング処置
について、算定要件を教えてほし
い。
Ａ２　歯冠形成の「生活歯歯冠形
成」〈生ＰＺ〉を実施した歯に対し
て、歯科用シーリング・コーティン
グ材を用いて、象牙細管の封鎖を目
的としてコーティング処置を行った
場合、１歯につき１回に限り30点を
算定できます（間接歯髄保護処置
〈間ＰＣａｐ〉を準用）。生ＰＺと
同日に算定可能。また、間ＰＣａｐ
を実施した歯に対して、後日、生Ｐ
Ｚとコーティング処置を行った場合

場合は大臼歯の歯冠修復として算定
できます。
　遠心の延長ポンティックは認めら
れません。１根のみの支台歯は歯科
医学的に適切ではないので認められ
ません。上顎で４根の場合、１根だ
け抜歯し３根残った場合のＲは３と
なります。
　下顎について：６番、７番で近遠
心２根のうち１根を分割抜歯してブ
リッジの支台とする場合は、１根を
支台歯としての小臼歯（抵抗力Ｒ＝
２）とポンティックも小臼歯（疲労
Ｆ＝４）として算定できます。な
お、単独冠の場合は、小臼歯の歯冠
修復として算定できます。

でもコーティング処置の30点は算定
できます。
　12月１日現在保険適用となったの
は、サンメディカル（株）の「ハイ
ブリッドコートⅡ　セット」「ハイ
ブリッドコートⅡ　リキッド」「ハ
イブリッドコートⅡ　コートスポン
ジ」「ハイブリッドコートⅡ　コー
トブラシ」のみです。
　レセプトの「処置・手術」その他
欄に「コーティング処置」と表示
し、点数および回数を記載します。
※ この技術料は３月末までの暫定的
な扱いで、４月改定で新たな項目
となる予定です。

閉
鎖
病
棟　

〜
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
〜
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国
民
的
な
人
気
を
博
す
る
落
語

家
で
あ
り
、
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て

い
る
芸
人
の
笑
福
亭
鶴
瓶
さ
ん

が
、
主
演
を
務
め
る
映
画
『
閉
鎖

病
棟
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
』
を
紹
介

し
ま
す
。
自
身
が
精
神
科
医
で
あ

る
原
作
者
・
帚
木
蓬
生
氏
の
同
名

小
説
を
映
画
化
し
た
作
品
で
す
。

助
演
男
優
に
は
、
ド
ラ
マ
『
コ
ウ

ノ
ド
リ
』
で
産
科
医
師
役
を
務
め

一
躍
お
茶
の
間
の
人
気
者
に
な
っ

た
綾
野
剛
さ
ん
、
助
演
女
優
に

は
、
映
画
『
恋
は
雨
上
が
り
の
よ

う
に
』
で
人
気
者
に
躍
り
出
た
小

松
菜
奈
さ
ん
が
出
演
し
て
い
ま

す
。

　

冒
頭
部
分

は
、
死
刑
執
行

と
い
う
緊
迫
感

漂
う
場
面
か
ら

始
ま
り
ま
す
。

し
か
し
な
が

ら
、
梶
木
秀
丸

死
刑
囚
（
笑
福

亭
鶴
瓶
）
の
死

刑
執
行
が
失
敗

し
、
精
神
科
病
棟
に
送
ら
れ
ま

す
。
病
棟
に
は
、
幻
聴
に
悩
む
塚

本
中
弥
（
綾
野
剛
）、
父
親
か
ら

の
Ｄ
Ｖ
が
原
因
で
、
入
退
院
を
す

る
女
子
高
生
・
島
崎
由
紀
（
小
松

菜
奈
）
ら
が
い
ま
し
た
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
で
し
た
が
、
幻
聴
に
よ
り

突
然
暴
れ
て
強
制
入
院
と
な
っ
た

塚
本
中
弥
は
、
チ
ュ
ー
さ
ん
の
愛

称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
秀
丸
や

チ
ュ
ー
さ
ん
、
由
紀
の
過
去
も
繊

細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
微
妙

に
こ
の
３
人
は
気
が
合
い
、
穏
や

か
な
病
棟
内
の
生
活
も
見
ど
こ
ろ

の
一
つ
で
す
。

　

主
人
公
の
秀
丸
は
、
車
椅
子
の

日
常
生
活
を
し
て
い
て
、
精
神
科

病
棟
生
活
が
15
年
を
過
ぎ
て
い
ま

す
。
秀
丸
の
父
親
は
、
戦
争
か
ら

帰
っ
て
き
た
途
端
自
殺
し
、
そ
の

後
、
秀
丸
が
自
分
の
母
親
を
殺
害

し
ま
す
。
判
決
は
死
刑
。
秀
丸
の

罪
状
は
、
あ
る
意
味
、
戦
争
や
貧

困
と
い
う
社
会
的
責
任
も
問
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

精
神
科
の
閉
鎖
病
棟
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
殺
伐
と
し
た
も
の
が
多
い

の
で
す
が
、
本
作
で
は
、
患
者
さ

ん
同
士
が
交
流
し
な
が
ら
助
け
合

い
、
明
る
く
元
気
に
過
ご
す
様
子

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
平
穏
な
閉
鎖
病
棟
内
で

殺
人
事
件
が
起
き
ま
す
。
緊
迫
感

の
あ
る
展
開
で
す
が
、
そ
の
原
因

は
、
患
者
さ
ん
同
士
の
深
い
関
わ

り
や
親
交
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
作

品
で
は
、
許
す
こ
と
の
で
き
な
い

性
的
暴
行
の
場
面
も
あ
り
ま
す

が
、
精
神
科
病
棟
へ
の
差
別
偏
見

を
無
く
し
た
い
と
い
う
原
作
者
の

思
い
も
描
き
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
社
会
は
、
実
質
賃
金
の
低

下
、
長
期
化
す
る
デ
フ
レ
経
済
、

さ
ら
に
政
府
の
社
会
保
障
制
度
改

悪
な
ど
、
ぬ
く
も
り
や
人
と
人
の

交
流
ど
こ
ろ
か
、
格
差
社
会
の
拡

大
な
ど
、
悲
観
的
な
部
分
が
多
い

現
実
を
、
こ
の
作
品
で
は
、
一
見

絶
望
的
な
状
況
下
で
も
、
人
間
の

優
し
さ
、
思
い
や
り
に
も
深
く
丁

寧
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
法
廷
シ
ー
ン
で
は
、
生

き
る
勇
気
の
難
し
さ
、
命
の
尊
さ

を
最
大
限
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
公
開
さ
れ
て
も

証
言
す
る
、
成
長
し
た
由
紀
の
決

断
に
も
見
入
る
場
面
で
す
。

　

今
作
品
は
、
現
代
の
現
実
社
会

へ
の
挑
戦
で
あ
る
と
同
時
に
、
現

代
社
会
の
縮
図
と
も
い
え
ま
す
。

笑
福
亭
鶴
瓶
さ
ん
、
綾
野
剛
さ

ん
、
小
松
菜
奈
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ

の
熱
演
に
も
吸
い
込
ま
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
名
優
の
演
じ
る
作
品

を
、
映
画
館
の
大
ス
ク
リ
ー
ン
で

鑑
賞
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　

精
神
科
病
棟
へ
の
偏
見
の

目
が
変
わ
る
作
品
で
あ
り
、
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
訴
え
る
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。
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〈12月１日保険適用・歯科用シーリング・コーティング材〉

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

死亡保険は安さが一番！ネット生保の保険料と比べてください
最高保障額 1億2000万円！グループ保険グループ保険6000万円6000万円 新グループ保険6000万円＋＋

＋

○断然安い保険料
○毎年高配当を継続　昨年度は54％配当
○最高6000万円の大型保障
○配偶者も1000万円セット加入OK

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 保険料を平均20％ダウン
③ 満期年齢を80歳にアップ

グループ保険が　　　　 よくなりました！＼もっと／

※制度改善でもっとよくなりました！
① 最高保障額を6000万円にアップ
② 掛金をダウン

○掛金負担なしで先進医療保険加入OK
○掛金は協会グループ保険より低廉
○配偶者セット加入も最高3000万円
○こども加入特約あり（400万円）

協会グループ保険の上乗せ保障に

グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

政策研究会

超高額薬価の問題点と保団連の取り組みについて

参加お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

歯科社保・審査、指導のご相談は、　　　　　　　　
　　　　　　　☎078－393－1809 協会歯科部会まで

日　時　2020年１月11月（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　保団連理事・政策部長　岐阜県保険医協会副会長
 　竹田　智雄先生

年末年始（12月29日～１月３日）は休日加算等の算定をお忘れなく
■「年末年始は休診」の医療機関：
 　急患診察は休日加算を

　年末年始（12月29日～１月３日）に休診している医療
機関が急患を診察した場合、休日加算が算定できます。
休日加算を算定した場合、時間外加算、深夜加算、時間
外加算の特例または夜間・早朝等加算は、あわせて算定
できません。

■「年末年始も診療」の医療機関：
　　　　　時間内は夜間・早朝等加算（医科）、
　　　　　時間外の急患は休日加算を　

　年末年始に診療している医療機関は、診療時間内は夜
間・早朝等加算を（週の診療時間が30時間以上の医科診
療所のみ）、診療時間外の急患診察は休日加算を算定で
きます。

（参考）
　休日加算で定められている「休日」とは、日曜日、国
が定める祝日および年末年始（12月29日～１月３日）を
いいます。従って、年末年始であっても12月29日～１月
３日以外の日や、夏季のお盆休みなど、医療機関が独自
に定めた休診日は休日加算の対象にはならず、時間外加
算または深夜加算で算定することになりますので、ご留
意ください。

■年末年始の長期投与について
　１回14日分の投与日数の制限がある向精神薬、麻薬、
新薬等についても、年末年始にかかる場合は、１回の処
方につき30日分まで投与できます。その場合は必ずレセ
プトの摘要欄（院内処方の場合）または処方せんの備考
欄に「年末年始のため」と注記していただく必要があり
ます。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/
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診診 内内 研研
よよ りり 510

医療法人社団　廣仁会　札幌皮膚科クリニック
褥瘡・創傷治癒研究所 安部　正敏先生講演

これだけは押さえておきたい皮膚疾患診療のコツ（上）
～こっそり学ぶ！ありふれた皮膚疾患～

　皮膚疾患を診療する上において、
重要なことは、皮疹を３次元でアセ
スメントすることである。つまり、
皮膚表面に現れた皮疹をただ眺める
だけではなく、その背景にどのよう
な病理学的変化が起こっているのか
を推察し、診断につなぐ能力であ
る。その上で、ジェネラリストが頻
回に遭遇する皮膚疾患の発症機序を
理解することで正しい診断と治療が
可能となる。ここではまず皮膚の組
織学とアセスメントに言及した上
で、ありふれた皮膚疾患について記
載する。

皮膚の組織学
　皮膚は、皮下脂肪組織を加えると
体重の約15％に及ぶ人体最大の臓器
である。皮膚は人体をくまなくすっ
ぽり覆い、過酷な外界環境から内臓
を守る健気な臓器であるが、その面
積は各個人の手掌100枚分である。
皮膚の厚さは1.5～4.0㎜であるが、
部位により異なり、眼瞼や包皮・小
陰唇内側が最も薄く、手掌・足底が
最も厚い。このため、部位により外
用薬の吸収に大きな差が出ることが
明らかとなっている。
　皮膚は表面から順に、表皮、真
皮、皮下組織に分かれ、これ以外に
毛孔などの附属器が存在する。外用
療法では、表面に塗布された外用薬
が表皮から吸収され、真皮レベルに
まで達することで効果を発揮する。
ただし高齢者に多いドライスキンは
表皮の機能低下が大きく関与する。
　表皮は例えると、ブロック塀を想
像するとよい。ブロック塀は頑丈な
コンクリート製のブロック同士がセ
メントでしっかり固められて外敵か
ら家を守っている。表皮のブロック
にあたるものは角化細胞と呼ばれ
る。角化細胞は、下から順に基底
層、有棘層、顆粒層、角層と４種に
分けられる。このうち角層は死んだ
細胞であり、表皮の角化細胞はあた
かも自らを犠牲にして外敵からわれ
われを守ってくれる細胞である反
面、一方外用薬の侵入も防ぐことと
なる。
　また、表皮には、表面に皮脂膜、
表皮細胞間の天然保湿因子、セラミ
ドが存在し、保湿能に関与してい
る。このうち皮脂膜は、さまざまな
部位で作られる脂により構成され
る。脂腺由来のトリグリセライド、
スクアレン、ワックスエステルな
ど、細胞膜由来のコレステロールエ
ステル、遊離コレステロールなど、
細胞間由来の脂肪酸、スフィンゴ脂
質などが主成分として、外界からの
遮断作用を発揮する。いわば目に見
えない手袋であり、実は外用薬を塗
布しなくても正常な人は脂で覆われ
ている。天然保湿因子は、ケラトヒ
アリン顆粒から生ずるアミノ酸とア
ミノ酸代謝産物、糖、ペプチド、無
機塩などにより作られる。水分子と
結合し、保湿能を発揮する。セラミ
ドは、細胞間脂質であり、サンドイ
ッチ状の構造で水を蓄え、保湿能を

発揮する。これらの因子が減少する
と、表皮はあたかも“ざる”のよう
になってしまい、外界からの異物の
侵入と共に、生体からの水分が外界
に逃げることとなる。

皮疹のアセスメント
　何事も正しいアセスメントなくし
て正しいケアを行うことはできな
い。皮膚科領域においては、皮膚に
現れる色調変化を発疹学として定義
している。これは単に色調変化を表
したものではなく、組織学的変化を
踏まえたものであり、その発症機序
を類推することが可能となる。
　在宅現場ではよく“発赤”という
用語を用いるが、これは文字通り皮
膚が赤くなっているという状態を指
すだけである。赤くなる原因には炎
症、出血、充血など様さまざまな状
態が含まれ、アセスメントに用いた
場合その本質を反映していないもの
であるといえる。本稿はありふれた
皮膚疾患に特化しているため、今回
はたった６項目を解説するに留め
る。まずは、この六つのキーワード
を記憶し、使いこなせるように努め
たい。
　発疹は原発疹と続発疹に分けられ
る。それぞれ在宅診療にはコレ！と
いう五つを挙げる。
（１）原発疹
　最初に現れる発疹である。
① 紅斑：真皮乳頭層の血管拡張や充
血によりおこる紅色の斑である。
硝子板で押すと紅斑は消える。
② 紫斑：皮内出血による紫色の斑。
硝子板で押しても紫斑は消えな
い。
③ 白斑：色素脱失や局所の貧血によ
り生じた白色の斑。
④ 色素斑：メラニンやヘモジデリン
などによる黒褐色の斑。硝子板で
押しても色素斑は消えない。
⑤ 水疱：透明な内容物を有する隆起
性発疹。
（２）続発疹
　原発疹や他の続発疹に次いで出て
くる発疹である。
　鱗屑：角層が蓄積した結果、白色
のいわゆる“フケ”様物質が付着し
た状態。皮膚が乾燥した場合にもみ
られる。

湿疹の診断項目
　湿疹・皮膚炎は極めてありふれた
皮膚疾患である。湿疹とはあくまで

放出され、病変部に白血球が遊走す
る。さらに、インターロイキン-1β
（IL-1β）や腫瘍壊死因子α（TNF-
α）などが産生されることで、病変
部に炎症が惹起される。
　以上のことより、皮脂膜やセラミ
ド、天然保湿因子が減少し、バリア
機能が障害されている場合、刺激性
接触皮膚炎は起こりやすくなること
が容易に理解でき、スキンケアの重
要性も理解できる。つまり、刺激性
接触皮膚炎の予防を行うためには、
保湿などを基本とするスキンケアが
重要なのである。
　治療は当然原因刺激物を排除する
ことであるが、アレルギー性接触皮
膚炎と異なりある程度原因刺激物の
濃度や接触回数などを減ずることで
対応可能な場合がある。さらに治療
は、適切な強さの副腎皮質ステロイ
ド外用が必要であり、さらに場合に
よっては抗アレルギー薬内服が必要
であることを理解させる。

乾燥性湿疹
　乾燥性湿疹（皮脂欠乏性湿疹とも
呼ばれる）は、在宅現場において極
めてありふれた皮膚疾患である。高
齢者に多いが、近年気密性の高い都
市型住居などの影響で、幅広い年齢
に生ずる。保湿のスキンケアが重要
であり、患者教育が重要な疾患であ
る。
　皮膚症状として、通常全身に小型
の鱗屑が多数付着する。この状態
は、皮膚表面の皮脂膜が欠如し、角
質水分量も減少していることを意味
する。また、皮脂分泌の減少、セラ
ミドや天然保湿因子の減少が起こ
り、いわゆるドライスキンの状態に
陥り、バリア機能が低下する。高齢
者では、生理的にいわゆるドライス
キンとなりやすいことを理解させ、
保湿のスキンケア方法を指導する。
瘙痒は、他人がわからない不快な感
覚であることを家族に理解させ、患
者支援を促す。
　乾燥性湿疹のケアの基本は保湿薬
の外用である。具体的には、保険診
療で使用が可能であるヘパリン類似
物質含有軟膏（ヒルドイドⓇソフト
軟膏）や尿素軟膏、白色ワセリンな
どを用いる。また、瘙痒を有する場
合には副腎皮質ステロイド外用薬を
併用する。外用アドヒアランスが悪
い場合には、両者を混合処方するの
も良い。 （つづく）

診断名である。時に何でもかんでも
“湿疹”と表現する患者に遭遇する
が“発疹”という意味で使用してい
るのがほとんどである。湿疹は、湿
疹三角形と呼ばれる三要素を満たし
ていることで診断する。湿疹と診断
する上において、重要な項目は①瘙
痒、②点状状態、③多様性、以上３
点（図１）であり、漿液性丘疹や充
実性丘疹といった多彩な小型の皮疹
が同時に存在し、瘙痒を伴う臨床像
が重要である（図２）。
　湿疹も「急性湿疹」と「慢性湿
疹」の分類がある。急性湿疹はおお
むね発症直後で、紅斑、丘疹、漿液
性丘疹、びらんなどで構成され、お
おむね皮膚表面は湿潤している。一
方慢性湿疹は、皮膚表面は乾燥傾向
であり、苔癬化などを生ずる長期化
した局面である。アトピー性皮膚炎
はアレルギー素因を基盤として湿疹
が起こりやすい体質と理解すること
もできる。
　「湿疹」の原因として多いものに
「接触皮膚炎」いわゆる“かぶれ”
がある。接触皮膚炎は皮膚に接触し
た物質により惹起される皮膚炎であ
り、刺激性とアレルギー性に分類さ
れる。このうちアレルギー性接触皮
膚炎は、物理的バリアで解説したⅣ
型アレルギーである。

刺激性接触皮膚炎
　他方、刺激性接触皮膚炎は、アレ
ルギー機序を介さない皮膚炎であ
り、原因物質の非常に強い刺激によ
り起こる皮膚炎である。この概念
は、古くから知られたものである
が、その病態解明は最近になって大
きく進んだ。スキンケアにおいて
は、さまざまな外来物質による刺激
性接触皮膚炎も重要であるが、特に
失禁患者におけるおむつ部の接触皮
膚炎において、その理解は重要であ
る。この他、手湿疹や医療用テープ
貼付皮膚などにおいて、アルカリ、
洗剤、溶剤、粘着剤などの化学物質
に接触することによって生ずる。
　刺激性接触皮膚炎は、皮膚表面に
接触した刺激物が表皮細胞を傷害す
ることで、表皮細胞からアデノシン
三リン酸や熱ショックタンパク質、
尿酸が放出されることがきっかけと
なる。それにより表皮細胞からケモ
カイン〈特定の白血球に作用し、そ
の物質の濃度勾配の方向に白血球を
遊走させる活性（走化性）蛋白〉が

図１　湿疹三角形 図２　湿疹の臨床所見
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